
近世の部

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1 １３６８
A
１

永禄３年正月吉日
（１５６０年）・申

駿河国今川氏諸家中分限
帳（写）

○庵原右近太夫忠康
●記載なし

永禄３年正月吉日、庵原忠康が今川氏の繁栄を書き置いた内
容。執権職１、大老２、別将方23、旗本270名と所領高を記す。江
戸初期の写しか。

11頁

横
帳

1 DVD4

2 ８０６
A
１

天正１３年８月１２日
（１５８５年）

智満寺領朱印状（写）
○徳川家康（権現様）
●智満寺

江戸期、徳川家康の寺領朱印状を書き写したもの。包紙に「御朱
印写壱通」とあり。 状 1 DVD4

3 １３１８
A
１

天正１３年８月１２日
（１５８５年）

権現様（朱印状写）
○千葉山 智満寺
●記載なし

天正13年８月12日付、徳川家康朱印状写。 状 1 DVD4

4 １３４０
A
１

天正１３年８月１２日
（１５８５年）

天正１３年８月智満寺領安堵
朱印状写

○千葉山 智満寺
●記載なし

天正13年８月12日付、徳川家康朱印状写。 状 1

5 ８０４
A
１

天正１８年８月２２日
（１５９０年）

智満寺領朱印状
○豊臣秀吉（朱印）
●智満寺

小田原征伐後、発給。「如先々不可有相違任当知行可寺納」と
あり、修理勧行を命じている。

45.9㎝×66㎝ 状
（
折
紙

）

1 DVD4

6 ２７５
A
１

天正１８年８月２２日
（１５９０年）

秀吉公朱印写 他
○（羽柴秀吉）
●智満寺

秀吉公の御朱印写し。智満寺領の事（年貢等）は今まで通りとす
るので、修理、勤行を怠りなく行う事。

7頁

綴
り

1 DVD4

7 １３２０
A
１

元和３年２月２日
（１６１７年）

台徳院様朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

元和３年２月２日付け、徳川秀忠の朱印状写し。 状 1 DVD4

8 １３３０
A
１

元和３年２月２日
（１６１７年）

徳川家二代朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

元和３年２月２日付け、徳川秀忠の朱印状写し。 状 1

9 １３０５
A
１

元和３年２月２日
（１６１７年）

台徳院様朱印状写壱通
○駿河国志太郡：千葉山天台宗智満寺
●記載なし

元和３年２月２日付け、徳川秀忠の朱印状写し。「御朱印拾弐通」
の包紙入り。 状 1

10 １３０９
A
１

寛永１３年１１月９日
（１６３６年）

大猷院様御朱印写壱通
○駿河国志太郡：千葉山天台宗智満寺
●記載なし

寛永13年11月９日付け、徳川家光朱印状の写し。「御朱印拾弐
通」の包紙入り。 状 1 DVD4

11 １３２２
A
１

寛永１３年１１月９日
（１６３６年）

大猷院様御朱印写
○千葉山 智満寺
●記載なし

寛永13年11月９日付け、徳川家光朱印状の写し。 状 1

12 １３３４
A
１

寛永１３年１１月９日
（１６３６年）

徳川家三代朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

寛永13年11月９日付け、徳川家光朱印状の写し。 状 1

13 ８０７
A
１

寛文４年７月６日
（１６６４年）・甲辰

智満寺尾川村山境論裁許
状

○寺社奉行
●智満寺

縦125×横115cm料紙12枚１枚31×38.5cmの和紙。料紙６枚ず
つ、上下２つよりなる（もとのりずけ）。一部仮補修。表面絵図、裏
面に智満寺尾川村山境論裁許状を記す、末尾に寺社奉行署名
印。

状 1 DVD4

地区番号：３　地区名：大津（千葉）　千葉山智満寺文書目録

分類：Ａ－１  支配－領知

通し番号

№１

文書番号
形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

14 １３３３
A
１

寛文５年７月１１日
（１６６５年）

徳川家四代朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

寛文５年７月11日付、徳川家綱朱印状写し。 状 1

15 １３２４
A
１

寛文５年７月１１日
（１６６５年）

厳有院様朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

寛文５年７月11日付、徳川家綱朱印状写し。 状 1

16 １３１０
A
１

寛文５年７月１１日
（１６６５年）

厳有院様朱印状写壱通
○駿河国志太郡：千葉山天台宗智満寺
●記載なし

寛文５年７月11日付、徳川家綱朱印状写し。「御朱印拾弐通」の
包紙入り。 状 1 DVD4

17 １３２３
A
１

貞享２年６月１１日
（１６８５年）

常憲院様朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

貞享２年６月11日付、徳川綱吉朱印状写し。 状 1

18 １３０７
A
１

貞享２年６月１１日
（１６８５年）

常憲院様御朱印写壱通
○駿河国志太郡：千葉山智満寺
●記載なし

貞享２年６月11日付徳川綱吉朱印状の写し。「御朱印拾弐通」の
包紙入り。 状 1 DVD4

19 １３３２
A
１

貞享２年６月１１日
（１６８５年）

徳川家五代朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

貞享２年６月11日付、徳川綱吉朱印状写し。 状 1

20 １３３９
A
１

元禄１１年１２月８日
（１６９８年）・戊寅

寺領取之覚

○武州東叡山天台宗寛永寺末寺 駿河国志太郡
千葉山智満寺：覚敦㊞
●太田摂津守殿御内御役人中、井伊兵部少輔殿
御内御役人中

野田村、落合村、尾川村、大草村、内高43石２斗７合。御朱印高
相違なし。別紙證文差上げ（なし）。 状 1 DVD4

21 １３１９
A
１

享保３年７月１１日
（１７１８年）

有徳院様朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

享保３年７月11日付、徳川吉宗朱印状写し。 状 1

22 １３１１
A
１

享保３年７月１１日
（１７１８年）

有徳院様朱印状写壱通
○駿河国志太郡：千葉山天台宗智満寺
●記載なし

享保３年７月11日付け徳川吉宗朱印状の写し。「御朱印拾壱通」
の包紙入り。 状 1 DVD4

23 １３３１
A
１

享保３年７月１１日
（１７１８年）

徳川家六代（朱印状写）
○千葉山 智満寺
●記載なし

享保３年7月11日付け徳川吉宗朱印状の写し。徳川６代とある
が、８代の誤り。 状 1

24 ２５７
A
１

享保６年９月
（１７２１年）・辛丑

覚（差出申候帳面乃写）
○千葉山 智満寺
●駿州志太郡御代官：大草太郎左衛門

御代官大草太郎左衛門に出した、智満寺領の農地が書かれて
いるようだが、虫食いで内容は不明。大草村・尾川村・野田村・落
合村等の名が見られる。

虫喰いあり
竪
帳

1

25 ９１３
A
１

延享３年２月
（１７４６年）

乍恐書付を以奉願上候
○駿州：千葉山智満寺㊞
●寺社御奉行所御役人衆中

当山境内、三股新田高12石に付き、寛文４年より隣郷尾川村付
のところ、朱印の通り寄附願いたい。 状 1

26 ８９４
A
１

延享３年２月
（１７４６年）・寅

乍恐書付を以奉願上候
○駿州：千葉山智満寺
●寺社御奉行所御役人衆中

当山境内、新田につき、朱印の通り寄附を願う。末尾に、覚王院
信解印法印の添簡を願う文書がある。 状 1 DVD4

27 １３２１
A
１

延享４年８月１１日
（１７４７年）

惇信院様朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

延享４年８月11日付、徳川家重朱印状の写し。 状 1 DVD4

摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

分類：Ａ－１  支配－領知
№2

通し番号 文書番号 標　　　　題
数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

28 １３４２
A
１

延享４年８月１１日
（１７４７年）

延享４年８月１１日朱印状写
○千葉山 智満寺
●記載なし

延享４年８月11日付、徳川家重朱印状の写し。（４点の包紙と同
年代か） 状 1

29 １３０４
A
１

延享４年８月１１日
（１７４７年）

惇信院様朱印状写壱通
○駿河国志太郡：千葉山智満寺
●記載なし

延享４年８月11日付、徳川家重朱印状の写し。「御朱印拾弐通」
の包紙入り。 状 1 DVD4

30 １３１３
A
１

宝暦１２年８月１１日
（１７６２年）

浚明院様御朱印写壱通
○駿河国志太郡：千葉山天台宗智満寺
●記載なし

宝暦12年８月11日付、徳川家治朱印状の写し。「御朱印拾壱通」
の包紙入り。 状 1 DVD4

31 １３２５
A
１

宝暦１２年８月１１日
（１７６２年）

（徳川家治朱印状写）
○千葉山 智満寺
●記載なし

宝暦12年８月11日付、徳川家治朱印状の写し。別小紙に朱字に
て徳川家八代とある。 状 1

32 ３０
A
１

天明７年７月９日
（１７８７年）・未

御朱印、御継日記
○智満寺亮運
●記載なし

徳川将軍家から与えられた代々の継目安堵状のことを記録。
竪
帳

1 DVD4

33 １３２６
A
１

天明８年９月１１日
（１７８８年）

（徳川家斉朱印状写）
○千葉山 智満寺
●記載なし

天明８年９月11日付、徳川家斉朱印状写し。徳川家９代とある
が、11代の誤り。（別小紙に朱字にて徳川家9代とある） 状 1

34 １３１２
A
１

天明８年９月１１日
（１７８８年）

文恭院様御朱印写壱通
○駿河国志太郡：千葉山天台宗智満寺
●記載なし

天明８年９月11日付、徳川家斉朱印状写し。「御朱印拾弐通」の
包紙入り。 状 1 DVD4

35 ８８９
A
１

寛政２年１２月
（１７９０年）・戌

拙寺拝領仕候御朱印ニ付
○駿洲志太郡：千葉山智満寺
●記載なし

智満寺拝領の朱印高、諸堂造作、山林につき、別紙絵図面の通
り指し出す。文書裏に「公儀指出候證文御届之内」とある。 状 1

36 ２６５
A
１

享和３年６月
（１８０３年）・癸亥

駿州千葉山智満寺領村名
仮名附帳

○駿州：千葉山智満寺
●御勘定所

千葉村、野田村、落合村、尾川村、大草村の５ヶ村の名前のみ書
かれている。

竪
帳

1

37 ５６８
A
１

（文化）３年６月
（１８０６年）・寅

乍恐書付以奉願上候
○駿州：千葉山智満寺㊞
●東叡山御役所

智満寺御朱印地について、享和３亥年、５ヶ村と書上げ差上げた
が、内、千葉村は千葉山門前境内にあり、心得違いにて領分同
様に書き加え差出してしまい申し訳ない、従って、御朱印地は
４ヶ村であるとの詫び状。

状 1 DVD4

38 ７５
A
１

天保３年１０月
（１８３２年）・辰

御朱印高国村名書付
○駿州志太郡：千葉山智満寺
●御勘定所

駿河国志太郡４ヶ寺につき、朱印高、支配領分、知行所、村名等
を記す。

虫損甚大
3頁

竪
帳

1

39 １１７
A
１

天保８年３月
（１８３７年）・酉

酉３月 御朱印高国村名書
付 駿州志太郡千葉山智満
寺

○千葉山 智満寺
●記載なし

智満寺の御朱印高43石２斗７合が、村名と領主名共に内訳され
記されている。

綴
り

1 DVD4

40 ８５７
A
１

天保９年７月
（１８３８年）・戊戌

天保９戊戌 御朱印御改之記
○智満寺
●記載なし

代々将軍の御朱印の写し、家康から13代家定まで。
綴
り

1

分類：Ａ－１  支配－領知
№3

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

41 ８６７
A
１

天保１０年９月１１日
（１８３９年）

御朱印写
○智満寺
●記載なし

第12代家慶公慎徳院の朱印状写し。 状 1

42 １３２８
A
１

天保１０年９月１１日
（１８３９年）

徳川家十代（朱印状写）
○千葉山 智満寺
●記載なし

天保10年９月11日付徳川家慶朱印状の写し。徳川家10代とある
が、12代の誤り。 状 1

43 １３０６
A
１

天保１０年９月１１日
（１８３９年）

慎徳院様御朱印写壱通
○駿河国志太郡：千葉山天台宗智満寺
●記載なし

天保10年９月11日付徳川家慶朱印状の写し、「御朱印拾弐通」
の包紙入り。 状 1 DVD4

44 １１６６
A
１

天保１４年２月２４日
（１８４３年）・卯

改年のあいさつ等
○阿部豊後守内：石山加右衛門、鈴木□□
●智満寺

改年の挨拶の後、去年の春、下向、万端首尾よく済ました事のや
りとり。

包紙入り 状 1

45 １３０３
A
１

安政２年９月１１日
（１８５５年）

温恭院様御朱印写壱通
○駿河国志太郡：千葉山天台宗智満寺
●記載なし

安政２年９月11日付徳川家定朱印状の写し。「御朱印拾弐通」の
包紙入り。 状 1 DVD4

46 １３２９
A
１

安政２年９月１１日
（１８５５年）

徳川家十一代（朱印状写）
○千葉山 智満寺
●記載なし

安政２年９月11日付徳川家定朱印状の写し。徳川家11代とある
が13代の誤り。 状 1

47 １３０８
A
１

万延元年９月１１日
（１８６０年）

昭徳院様御朱印写壱通
○駿河国志太郡：千葉山天台宗智満寺
●記載なし

万延元年９月11日付徳川家茂朱印状の写し。「御朱印拾壱通」
の包紙入り。 状 1 DVD4

48 １３２７
A
１

万延元年９月１１日
（１８６０年）

徳川家十二代（朱印状写）
○千葉山 智満寺
●記載なし

万延元年９月11日付徳川家茂朱印状の写し。徳川家12代とある
が14代の誤り。 状 1

49 ９４４
A
１

慶応３年１２月
（１８６７年）・丁卯

御制札写
○参与 役所
●記載なし

慶応３・４年参与役所が出した御制札、慶喜の大政奉還の事や、
仁和寺宮が征討将軍になった事などが書かれている。

竪
帳

1 DVD4

50 １０６０
A
１

（江戸）２月
御代々御朱印島田陣屋請
取に付き

○（智満寺）
●記載なし

２月11日、御代々御朱印島田陣屋野田松三郎より渡す。10日に
島田まで出頭。旅宿は福泉寺に依頼。

虫損甚大 状 1 DVD4

51 ７０８
A
１

（江戸）３月１２日 朱印状江戸表にて御渡につき
○千葉山 智満寺
●山内甚五左衛門

朱印状請取候に付、来る15日駿府陣屋へ印形持参の上、罷り出
るよう承知、役人を召し連れて参上、朱印状を頂く、請文。 状 1 DVD4

52 ８５８
A
１

（江戸）４月２４日 （朱印受取につき）
○石川時右衛門
●智満寺御役僧中

朱印改済の節、受取りは支配にてか、又は最寄代官よりか、旧記
もあれば委細知らせて欲しい。 状 1

53 ８９５
A
１

（江戸）１０月１４日 継目朱印渡しにつき
○牧野和四郎美雅（花押）
●智満寺役僧

継目朱印渡しにつき、三州赤坂役所にて行うにあたり、村方名
主、組頭の内１人連れて出頭。これに関して同日、智満寺役僧よ
り大津４ヶ村庄屋宛の書状１通、９月付同役僧より、小嶋九平次、
牧野和四郎宛の書状１通。

包紙入り 状 3 DVD4

分類：Ａ－１  支配－領知

通し番号 文書番号 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

№4

標　　　　題



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

54 ７５９
A
１

（江戸）１１月８日 天保度御朱印受取につき
○島田陣屋：近藤金三郎
●智満寺御役僧中

天保度の朱印状、誰より受取ったか明後10日９つ時迄に、手続き
を書面に記し、朱印写しを添えて差し出す事。 状 1 DVD4

55 ４８９
A
１

（江戸）８日 （朱印書替渡につき）
○小嶋九平治（花押）、牧野和四郎泰雅（花押）
●智満寺役僧中

貞享・享保年中、朱印書替頂戴の節、何方より渡されたか、朱印
高辻につき島田代官所へ、書付けを差出す様、助次郎に申付け
る。

虫損甚大 状 1 DVD4

56 １６２
A
１

（江戸） 駿河国郡村高附
○千葉山
●記載なし

表紙に「門外不可出」とある。駿河国内の村高、知行主、高等を
列記している。

竪
帳

1 DVD4

57 １３３５
A
１

（江戸） 徳川家康他朱印型
○千葉山 智満寺
●記載なし

家康・秀忠・家光、３代朱印の型。 状 1

58 １３３６
A
１

（江戸） （朱印状写）包紙
○志太郡大津村：智満寺
●記載なし

「2通」と有り、（朱印状写）の包紙。 状 1

59 １３４３
A
１

（江戸） （朱印状写）包紙
○駿州：千葉山智満寺
●記載なし

（朱印状写）の包紙。４点とも同一筆記。 貼紙はがれ 状 4

60 １００
A
１

（江戸） 何国郡村仮名附帳
○何々寺院、院印
●御勘定所

寺社領につき、美濃紙帳面に認め、６月中迄に差出しの事（雛
型）。

5頁

竪
帳

1

61 １３７８
A
１

明治２年１０月
（１８６９年）・巳

御朱印高書付
○駿州志太郡：千葉山智満寺
●記載なし

静岡藩郡政役所島田掛石川献蔵旅宿差出。御朱印高43石２斗
７合、駿河国志太郡４ヶ村にて永引６石９斗８升１合、差引高36石
２斗２升６合、物成18石９斗２升９合８勺とある。

5頁

竪
帳

1

62 ４７２
A
１

明治４年２月
（１８７１年）・未

御朱印地物成書上
○智満寺
●郡方御役所

千葉山智満寺領の御朱印地野田村分、落合村分、大草村分の
それぞれの石高及山林等の取調について、本書の通り相違無し
の書上げ。

綴
り

1 DVD4

63 １３３７
A
１

（明治）４月
・壬

御触書之写
○神袛事務局
●千葉山 智満寺

寺領地につき改正あり、これ迄旧幕府より受付の判物が必要なの
で内国事務局へ差出すこと。末尾に「辰年御朱印請取入」とあ
る。

状 1 DVD4

６４ ２７２
A
１

正月４日 惣廻状
○石備後守、小山城守、稲下野守、一安芸守
●記載なし

「来る13日、公方様、右大将様、御簾中様御移替被遊候事」とあ
ることから、将軍の代替わりにより、住居を次の将軍に譲る際の記
録と思われる。

竪
帳

1 DVD4

65 １０６７
A
１

９月１２日 （御朱印請取のこと）
○千葉山岩松主税手代：西村嘉傳次（花押）
●智満寺役僧中

御朱印請取方について、江戸表で直接か、代官手代からか問う
ている。

包紙あり 状 1

66 ７５７
A
１

１２月３日
智満寺御役僧中 近藤重三
郎

○近藤重三郎（島田役所手代）
●智満寺御役僧中

智満寺、寺格、格上御朱印地認證願いの事と思われる。 虫喰い甚大 状 1

分類：Ａ－１  支配－領知
№5

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

67 ８４７
A
１

記載なし 御朱印写 志太郡千葉山
○志太郡：千葉山
●記載なし

権現様（家康）→秀忠（台徳院）→家光（大猷院）→家綱（厳有
院）（寛文5年）に至る、智満寺領とその末寺への継目文書（朱印
状）。

綴
り

1

68 １２２０
A
１

記載なし （「御朱印弐通」の包紙）
○（智満寺）
●記載なし

包紙面の記載事項。千葉山智満寺には御朱印12通保持、その
内、去子８月２日に10通は相納め、残り２通は写・・・提出しなかっ
たので、この点に付き注意され・・・。その差出の経緯が書き付け
てある。

包
紙

1 DVD4

69 １３８０
Ａ
２

文治５年１１月１８日
（１１８９年）

頼朝公御教書
○駿州：智満寺
●記載なし

袖に頼朝の花押あり、写しか。 包紙入り 状 1 DVD4

70 ２４９
Ａ
２

明和７年９月４日
（１７７０年）・寅

明和７年寅ノ九月四日 御触
書覚

○東叡山（裏表紙）
●記載なし

公儀発布の触書数点を１冊に綴ってまとめたもの。各村への御触
れと、寺特有の御触れがある。

12頁

竪
帳

1 DVD4

71 １８７
Ａ
２

従安永１０年正月至
天明６年４月
（１７８１年丑～１７８６
年午）

公用回章記
○第貮巻目 千葉山智満寺第47世亮運代（裏表
紙）
●記載なし

寺印回章には、「この印ヲ相用候 印有」。一般の村で言えば廻状
である。この「公用回章」の内容は、公儀による一般触書である。

35頁

竪
帳

1 DVD4

72 １３８５
Ａ
２

天明２年３月３日
（１７８２年）・壬寅

御公儀御法度御條目五人
組手形當山古法書

○駿州千葉山浄刹院智満寺現住四十七世：亮運
代（花押）
●記載なし

はじめに、五人組手形之事、後半に当山古法書の条目あり。癒
着甚大により、一部開封不可。

紙癒着甚大
竪
帳

1

73 １３７５
Ａ
２

天明２年３月
（１７８２年）・壬寅

五人組帳
○千葉山現住：亮運法印
●記載なし

はじめに、五人組手形之事として、以下、寺領民の守るべき事柄
を列記している。

25頁

竪
帳

1 DVD4

74 ９０
Ａ
２

天明６年８月
（１７８６年）・丙午

公用回章記 従天明六平午
八月至寛政元年極月三十日

○（公儀）
●第3巻目 千葉山智満寺第47世：亮運代

寺社代替りの報告、河川修復等の国役徴収等々の御触書、回章
の写し（御用留）。

竪
帳

1 DVD4

75 ５８
Ａ
２

寛政２年正月
（１７９０年）・庚戌

公用回章記 従寛政二庚戌
正月至寛政七年乙卯七月十
五日

○龍王院㊞、惣恵院㊞
●御勘定所

公用の回状にて、公儀御触書（写）として、東海道筋に於ける大
井川・天龍川・安倍川・富士川並信州の千曲川・犀川に係る御普
請に付、入用金は駿河・相模・伊勢・伊豆・三河・遠州・甲州の郡
内は、高100石に付銀299両8分宛等の回章記である。

虫喰い著しい
40頁

竪
帳

1

76 ４７６
Ａ
２

寛政６年１０月１８日
（１７９４年）・甲寅

寺触書廻状
○（楞伽院）
●記載なし

公儀御触書の写しを廻状にて布達する。例：酒造りの制限、東海
道筋、信州千曲川等御普請入用金の事などが記載されている。

7頁

竪
帳

1 DVD4

77 １３７４
Ａ
２

寛政７年１１月
（１７９５年）・乙卯

公用回章記 第五巻目
○千葉山智満寺第四十七世：亮運代
●記載なし

寛政7年11月より同11年極月迄の回章の写し。

50頁

竪
帳

1

78 １３７９
Ａ
２

文化元年５月
（１８０４年）・甲子

公用回章記
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、公儀御触書之写として、東海道筋大井川他普請国役
金につき順達の資料、以下、諸触。

竪
帳

1

№6
分類：Ａ－１  支配－領知

文書番号

分類：Ａ－２  支配－法令

通し番号 備　　考
数
量

摘　　　　　　　要標　　　　題
形
態



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

79 ２９
Ａ
２

文政２年３月
（１８１９年）・卯

御回章之写
○（智満寺）
●記載なし

三河・遠江・駿河・美濃の諸堂大破助成の事、分銅改メの事、砂
糖作りの許可願等々の公儀御触書。

竪
帳

1 DVD4

80 １３７６
Ａ
２

天保４年10月１０日
（１８３３年）・巳

御廻書写
○（智満寺）
●記載なし

公儀御触書之写を記す。中に寛政12年10月２日付覚（円龍院よ
り智満寺へ）１枚はさむ。

32頁

竪
帳

1

81 １３４１
Ａ
２

天正１３年８月１４日
（１５８５年）

権現様御制札写
○千葉山 智満寺
●記載なし

天正13年８月12日付、徳川家康禁制写。 状 1 DVD4

82 １８２
Ａ
２

天保５年８月朔日
（１８３４年）・午

天保５年 御回章写
○大通寺 遍照心院
●龍王院、佛頂院

公儀の触書の写し。①京の六孫王社が大破した、その修復につ
いて寄進願いたい。②金銀の引替えに付いての注意事項。③江
戸表の有米払底についての件。④盗賊悪党ものの件に付いて。
⑤砂糖製作についての件、以上、廻文に加印して順達すること。

11頁

竪
帳

1 DVD4

83 １１９
Ａ
２

嘉永４年３月３日
（１８５１年）・亥

差上申半鏡一札
○岡右衛門
●千葉山御役所

岡右衛門より千葉山の御役所へ提出された半鏡の一札。 状 1

84 ９８４
Ａ
２

嘉永７年１月１１日
（１８５４年）・寅

回章記
○（代官役所）
●（智満寺）

公儀触書の写し。古金銀通用停止の事。唐物抜荷（長崎・蝦夷
地）取締の事。河川の修復国役金の事などが箇条書きしており、
最後に「公方様、家定と改名」とある。

6頁

綴り 1 DVD4

85 ５７
Ａ
２

嘉永７年１１月２３日
（１８５４年）・寅

駿河国天台宗東叡山公儀
御觸書写

○駿河国天台宗久能山徳寿院、他９寺院
●御勘定所

天保の年、世上の通用金が新規判金１枚に付き、金５両通用に
なる為、仰出がある間は銀銭共、両替小判１分判２朱金同様の割
合となるため相心得置くべきなど、新規判に係る諸手続き等の記
述がある。

竪
帳

1 DVD4

86 ９４
Ａ
２

安政２年１１月２７日
（１８５５年）・卯

安政２年11月27日到来「公
儀御触書」

○亮勝代
●記載なし

海防の為に、寺の鐘の寸法などを書き、東光寺村より紺屋町御
役所へ、調書を出した事などが記されている。

12頁

竪
帳

1 DVD4

87 ２１６
Ａ
２

安政３年１２月
（１８５６年）

公儀御触書写
○千葉山役所
●記載なし

金２分判吹方、分判２ツをもって金１両の積、尤も銀銭両替の割
合、小判１分２朱、金１分銀２朱同様に相心得、滞無く通用致し
候。この事を他の国々へも触れ知らせよ。両替についての留意事
項が記されている。

5頁

竪
帳

1

88 １７３
Ａ
２

安政５年５月５日
（１８５８年）・午

公儀御触書写　（安政５年５
月５日東叡山より御回章写）

○千葉山：亮勝代
●記載なし

当年人別改年に付き、諸事致し方等、先年の御趣に相心得、以
前差出候通り人別帳、当７・８月頃迄の内に差出すべき事、
等々。

竪
帳

1 DVD4

89 ２４２
Ａ
２

安政６年７月朔日
（１８５９年）・未

公儀御触書写
○記載なし
●記載なし

濃州石津郡安田村の幸七が父親を殺したと、人相書きのようなも
のから、諸国巡見するとの事など、御触れが書かれている。

8頁

竪
帳

1

90 ８５１
Ａ
２

（江戸）６月５日 覚
○小林又右衛門手代：大関甚蔵
●智満寺御使僧

御朱印寺社領分、鉄砲改め、宗門帳についてやりとり。（包紙入
り） 状 1 DVD4

分類：Ａ－２  支配－法令
№7

形
態

数
量

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

91 １３９１
Ａ
２

（江戸） 公談秘録集 完
○智満寺
●記載なし

公儀の「公事方御定書」の写し。はじめに目録をあげ、以下、各
条目毎に定書。表紙に「智満寺書籍之」とある。本文中に、元文3
年、寛保元年の年号がある。

73頁

竪
帳

1 DVD4

92 ９４０
Ａ
２

（江戸） （寺下百姓共ニ宗門云々）
○記載なし
●記載なし

癒着、虫損甚大により、内容不明。宗門関係の内容か。
紙癒着、虫損
甚大 状 1

93 １３８１
Ａ
２

明治３年１０月吉日
（１８７０年）・庚午

廻章記一
○千葉山 智満寺
●記載なし

はじめに、山門よりの廻章、以下、諸文書の写し。

51頁

竪
帳

1

94 １３８３
Ａ
２

明治５年９月２４日
（１８７２年）・壬申

御布令留記二
○千葉山院代部屋
●記載なし

はじめに、明治５年６月の「教部省御布告之写」、以下、明治政府
よりの布令等書留。

分類Ⅰ３に相
当

32頁

竪
帳

1 DVD4

95 １３６７
Ａ
２

記載なし 伝 源頼朝在判制札写
○記載なし
●智満寺

杉板に墨書、本堂に掲げられていた物と考えられる、後世の書き
写しか。

木版

状 1 DVD4

96 １３６６
Ａ
２

記載なし 伝 源頼朝在判制札写
○記載なし
●智満寺

『静岡県史』資料編5によれば、「検討を要する」と記す、後世の筆
記か。 状 1 DVD4

97 ９６
Ａ
２

記載なし 御触書之写
○記載なし
●記載なし

東海道、天龍川・大井川・安倍川・富士川・相模川等々、公儀差
加えられ国々の御神料、私領の寺社、その国々有高により国役
金を納める。

4頁

竪
帳

1

98 ５９
Ａ
２

記載なし 公儀御触書写
○（公儀）
●記載なし

高野山の大塔焼失に付き、寄附の御触書と、みだりに見世物、角
力等の興行のこと、人相書きのこと等、公儀全般の御触書。

13頁

竪
帳

1 DVD4

99 ６８
Ａ
２

記載なし
東叡山御回章駿河国天台
宗公儀御触書写

○記載なし
●記載なし

金銀が替るので、当寅10月迄に引き替えるように。地震や津波で
破損した所は修理し巡見すること。時を告げる鐘以外の鐘は、海
防の為、大砲や銃に作り替える。金谷河原で女房を殺した者の
人相書き等、公儀の御触れが書かれている。

13頁

竪
帳

1 DVD4

100 １２５６
Ａ
3

元和６年５月５日
（１６２０年）・庚申

小具足之目録
○大橋一風宗義㊞花押
●富田武左衛門

「捕手小具足用之人者」云々。捕手術皆伝の書か。朱線で大橋、
元和、５月、富田等、線引きあり。 状 1 DVD4

101 ４７９
Ａ
3

宝永元年霜月２１日
（１７１０年）・申

（鉄砲改證文）
○山中一左教円㊞、名主：忠左衛門
●智満寺

鉄砲改めにつき、東叡山より達しあり、その事への対応を記す。 状 1

102 ２７８
Ａ
3

寛政元年６月中旬
（１７８９年）・己酉

公儀御定法 全
○昭信事善雄、富岡弥八郎㊞、同：駼道
●記載なし

公事訴詔について取扱い内容の記録。勘定奉行所、京大坂町
奉行所等の訴詔内容について、詳細な取極めが記録されてい
る。

５７頁

竪
帳

1 DVD4

103 １２２
Ａ
3

享和４年１月
（１８０４年）・子

差上申一札事
○彦兵衛組合：源七 他5名
●村方御役人衆中（名主：甚左衛門 他8名）

修正御祈祷に、西谷の組頭でありながら彦兵衛が、御届けも出さ
ずに不参したことに付いて詫状一札。奥書に村方役人が地頭に
提出した事が書かれている。

竪
帳

1 DVD4

№8

摘　　　　　　　要

分類：Ａ－3  支配－治安

分類：Ａ－２  支配－法令

通し番号 文書番号 標　　　　題
数
量

備　　考
形
態



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

104 ４８８
Ａ
3

文化元年８月
（１８０４年）・子

一札之叓
○尾川村庄屋：□兵衛㊞、同所庄屋：汲右衛門
㊞、同所組頭：岳右衛門㊞ 他3名
●記載なし（智満寺）

千葉山追放人彦兵衛差置一件に付き、内済破談、再度願いに
内済。 状 1

105 ７４９
Ａ
3

文化（８年）３月
（１８１１年）・未

書付ヲ以御届申上候
○御門所組頭：定吉・伴蔵・由右衛門、 庄屋：孫
平、甚左衛門
●千葉山御役所

伐木の罪を詫び、この代金として２分２朱の分、杉苗1,350本を植
木したいとの詫び状。 状 1

106 ７７０
Ａ
3

（江戸）５月２４日 宗旨改につき
○信解院慈延（花押）、住心院覚真（花押）
●駿州：千葉山智満寺

町飛脚にて啓達令云々。門前百姓、黒田豊前守の世話により宗
旨改めにつき埒明け。以下、鉄砲改めの事を記す。 状 1

107 ６５９
Ａ
3

（江戸）５月２４日 領内
○青龍院
●智満寺

前欠。領内彦兵衛追払いにつき、家屋敷を村方役人に預置く、
彦兵衛立帰り、屋敷内樹木伐捨て、田地へ入草等致し、杉等盗
み取云々。

前欠文書 状 1

108 ４８５
Ａ
3

（江戸）６月晦日 門前百姓鉄砲證文につき
○小林□□（花押）
●智満寺

代官所よりの鉄砲改帳差出の命。 虫損甚大 状 1

109 ６３３
Ａ
3

（江戸）１１月２２日 （鉄砲證文につき）
○住心院、信解院
●松井彦太郎、堀口善左衛門

智満寺貸附鉄砲につき、證文等を以て代官小林又左衛門云々と
ある。（破損甚大にて不明多し）

破損甚大 状 1

110 １３８８
Ａ
3

（江戸）
鉄砲御法度ニ付願並御朱
印高覚

○（智満寺）
●記載なし

はじめに、鉄砲持主7名を列記。千葉山は山方にて、鹿猪、作毛
荒し云々とあり、後半は朱印高につき記載あるも、料紙癒着、破
損甚大により判読不可。

竪
帳

1

111 ９０７
Ａ
3

（江戸）
智満寺領鉄砲之一伝につ
き

○記載なし
●記載なし

癒着、虫損甚大により、内容不明。鉄砲證文云々のことがわずか
に見える。

紙癒着、虫損
甚大 状 1

112 ２８８
Ａ
3

（江戸）
駿河国千葉山之山境につ
き訴詔言上

○智満寺
●（寺社奉行所）

山境についての訴訟言上の書、後欠。 後欠文書 状 1

113 ９０８
Ａ
3

明治４年２月
（１８７１年）・未

口書
○間東谷繁蔵忰：亀吉㊞、組合：吉左衛門㊞、親
類：米次郎㊞
●千葉山 智満寺御役所

稲、茅、金、他に両親へ密かにして米等、賊取のこと。伏罪の上
は、如何様の罪科に服する。

包紙入り 状 1

114 １０３２
Ｂ
1

（江戸） 口上書
○記載なし
●記載なし

後半欠により不明多い。落合村名主藤八より申越しにつき、検見
合毛の次第の件とあり。 状 1

115 ２２０
Ｂ
1

明治４年７月
（１８７１年）・未

智満寺領高反別取調小前
帳

○智満寺 当番名主：利平、組頭：藤蔵、千葉山百
姓代：長吉
●静岡郡方御役所

静岡郡方の役所からの取調べを仰付けられたもので、智満寺領
として高43石２斗、この反別３町８反４畝４歩を初めとして、落合
村・大草村・尾川村の小前への貸付反別が、それぞれ記載され
ている、この内、検地帳並名前帳紛失等により、４ヶ村役人立会
にて取調べの上、役所に差出すものとしている。

竪
帳

1

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要

分類：Ａ－3  支配－治安

形
態

数
量

№9

備　　考

分類：Ｂ－1  土地－検地



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

116 ４１
Ｂ
2

天保１４年９月
（１８４３年）・卯

御尋付以書付奉申上候
○千葉山 智満寺
●池田岩之丞

お尋ねが有り、書付けにて申し上げる。御朱印、高43石２斗は智
満寺領であり、御朱印の儀は書面の通り、智満寺領であることを
申上げる。

状 1 DVD4

117 １３３８
Ｂ
2

慶応４年８月朔日
（１８６８年）・辰

口上書
○駿州志太郡：千葉山智満寺
●御用御掛り御役所

判物改めにつき、これ迄御料にて取扱い。故に当役所にて取扱
いを願う。 状 1 DVD4

118 ８９２
Ｂ
４

（江戸）４月晦日 （智満寺領につき）
○小野田三郎右衛門手代：安井茂作
●千葉山 智満寺

島田陣屋小野田三郎右衛門の手代安井茂作からの書状、包紙
に入る。この中に、智満寺よりの書状1通、６月24日付智満寺より
岩出伊右衛門あての書状１通あり。

状 3

119 ７１１
Ｂ
４

（江戸）６月４日
（中泉御役所より飛脚を以
差上候）

○島田宿：鈴屋紋兵衛㊞
●智満寺内御役人中

この度、御朱印地については、中泉御役所にて取扱われるの
で、８日迄に中泉御役所にて談合されたい、書付けには日限が
あるので間違いの無い様にしてほしい、飛脚にて申し上げる。

状 1

120 ４７４
Ｂ
４

明治５年６月
（１８７２年）・壬申

新古買入田地控帳 千葉山
智満寺

○千葉山 智満寺
●記載なし

安政３年、質流れとなった田地を59両１分余で落合村の三郎兵
衛から買入れている。同様に質流地を大草村丈助、同村源吉・
力蔵・助蔵・幸次郎・丈一・安蔵・安五郎・廣寿寺、相賀村の今藏
等から買入れている。後半に地券の写しが記されている。

分類Ⅱ-2に
相当する
16頁

竪
帳

1

121 ６６７
Ｂ
４

明治１１年５月
（１８７８年）

御添簡願書
○智満寺住職：千葉昭如㊞、東光寺住職：池澤寛
啓㊞、千葉山惣代：岡村勘兵衛㊞
●天台宗管長 権大教正：赤松光映

（廃仏毀釈により）上地された、山林竹木１町１反２畝９歩、価金
125円にて買求めたく、その旨御添簡願いたい、との状。奥書あ
り。

分類Ⅱ-2に
相当する 状 1

122 １９９
Ｃ
１

元禄８年極月吉日
（１６９５年）・乙亥

千葉領御年貢米勘定帳
○智満寺
●記載なし

野田村4つ5分、庄兵衛 高1石１斗４升 取５斗１升３合、この俵１
俵１斗９升３合、皆済也とある。以下、同様。後半に金納の部があ
る。

6頁

横
帳

1 DVD4

123 ２５６
Ｃ
１

享保３年極月１４日
（１７１８年）

戌年御免割勘定帳
○智満寺
●記載なし

野田村４つ７分、 高１石1斗４升 取５斗３升６合、庄兵衛、皆済と
ある。以下、同様の記載。

12頁

横
帳

1 DVD4

124 ５３０
Ｃ
１

寛保２年１０月
（１７４２年）・戌

美濃国岩村領分駿河国志
太郡大草村御物成可納割
付之事

○天野助次郎㊞
●右村（大草村）組頭、惣百姓

高347石４斗７升２合、高12石２斗７升４合三俣新田、納合金２分
永72文５分、鐚400文、極月10日限り皆済の事。 状 1 DVD4

125 ５６０
Ｃ
１

寛保３年１２月２１日
（１７４３年）・癸亥

（亥年貢割付状）
○佐藤治助㊞、丹波瀬市左衛門㊞
●大草村名主、惣百姓中

亥年年貢12月10日限り皆済の事。（前半欠損） 状 1

126 ３０１
Ｃ
１

延享３年極月
（１７４６年）

延享３年大津方御年貢帳
○当山名主：忠右衛門、他２人
●千葉山御地頭、御役人衆中

大津近辺の村々年貢皆済記録。野田村、落合村、尾川村、大草
村、４ヵ村の合計53俵３斗７升。村によって５ツ５分、４ツ６分とあ
り、５公５民が多い。

16頁

横
帳

1 DVD4

127 ３４８
Ｃ
１

寛延４年８月吉日
（１７５１年）・未

定納庭請取帳
○千葉山役所 駿州：志太郡智満寺
●記載なし

米、山芋、大豆等の定納庭請取帳にて納入者名及びその数量
が、それぞれ記述されている。その合計24俵、内、金納銭及び大
豆、いも等がある。

6頁

横
帳

1

分類：Ｃ－1  貢租－年貢

形
態

分類：Ｂ－4  土地－所有地

分類：Ｂ－2  土地－免租地
№10

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

128 ３００
Ｃ
１

宝暦７年９月吉日
（１７５７年）・丑

定納皆済帳
○千葉山
●役所

定納する米の量が各人の名前の上に書かれ、皆済となっている。
虫喰、欠損有
り
9頁

横
帳

1 DVD4

129 ３３４
Ｃ
１

宝暦１０年９月吉日
（１７６０年）・辰

宝暦10年定納皆済帳
○千葉山役所
●記載なし

納められた米の量と名前が記載されている。
例：5升2合 市助。

虫喰い等で、
開かない所が
ある
9頁

横
帳

1

130 ２１４
Ｃ
１

明和２年９月吉日
（１７６５年）・酉

大津方御年貢庭請取帳
○千葉山役所
●記載なし

はじめに、「9月9日、2斗5升9合 七郎右衛門」とあり、以下、同様
の記載が５１件あり。（累計）

7頁

横
帳

1

131 ２７３
Ｃ
１

安永６年９月吉日
（１７７７年）・酉

定納庭請取帳
○（智満寺役人）
●記載なし

安永6年9月4日から同月30日、11月1日から12月28日までの智満
寺に納められた米の年貢高か。納入者の名前と数量が記述され
ている。なお、その合計高の記述はない。

横
帳

1 DVD4

132 ５５
Ｃ
１

安永８年３月
（１７７９年）・亥

差上申一札之事
○落合村：長左衛門、居村：玄左衛門
●千葉山御役人

去る酉年の年貢が不納で勘定違いがあり、拙者一言の申し訳も
なく甚左衛門を通して折々申し訳致し、内分に済み有難い。万一
御吟味の節は、お詫びする。

状 1 DVD4

133 ２１８
Ｃ
１

天明７年９月吉辰日
（１７８７年）・丁未

定納並大津方庭受取帳
○（千葉山役所）
●記載なし

はじめに、覚として9月16日、1斗9升8合、吉次郎云々とあり、以
下、16件皆済。

13頁

横
帳

1

134 ２５８
Ｃ
１

寛政２年９月吉日
（１７９０年）・庚戌

大津方並定納庭帳
○千葉山
●役所

上納が金納のもの、落合村の人名などが書かれている。

11頁

横
帳

1 DVD4

135 ５４
Ｃ
１

寛政４年１１月８日
（１７９２年)・子

覚
○野田松三郎手代：嶋林半八郎
●智満寺

御朱印高43石2斗7合は智満寺領、清右衛門納。右は去る未・
申・酉年分の内、東海道筋の大井・天竜・安倍川並びに信州千
曲、犀川御普請国役金、書面の通り上納した。

状 1 DVD4

136 ３３５
Ｃ
１

寛政８年９月吉日
（１７９６年)・辰

定納皆済判取帳
○記載なし
●記載なし

米の定納皆済帳にて、納入者名及び米数量がそれぞれ記入さ
れているが、総合は米のみの記述で数値についての記述はな
い。また、覚として両寺中、渡米の覚等がある。

7頁

横
帳

1

137 ２９７
Ｃ
１

文化４年１２月吉日
（１８０７年）・卯

大津方免割判取帳
○記載なし
●記載なし

大津方の尾川村・落合村・野田村・大草村４ヶ村における免割判
取帳。各村ごとの該当者の名前と米の皆済数量が記載されてい
る。その４ヶ村の米の皆済総数量は49俵3斗3升の惣納辻、とあ
る。

横
帳

1

138 ２８３
Ｃ
１

文政５年１０月１０日
（１８２２年）・午

当午御定納判取帳
（米の皆済）

○千葉山 智満寺役所
●記載なし

千葉山智満寺役所における判取帳覚。38人の名前と米の皆済
数量が記載されているが、その合計数量の記述はない。

横
帳

1

139 ２１５
Ｃ
１

文政９年１０月晦日
（１８２６年）・戌

当戌御年貢御物成庭帳
○千葉山役所
●記載なし

覚としてはじめに、「米１俵６合、平五郎請取」とあり、以下、名請
人・米納高を記す。81件の記入あり。

9頁

横
帳

1

140 ２７７
Ｃ
１

天保２年６月
（１８３１年）・卯

文政３辰年より自12丑年迄
拾年収納米取調帳

○駿州東光寺村 名主：伴蔵、組頭：伊右衛門、百
姓代：長四郎、惣代：助左衛門
●記載なし

文政３年より、文政12年迄の10年間の収納米取調帳。辰年御朱
印地散田米等、92俵７斗７合余をはじめとして、10ヶ年分、809俵
余の収納を記している。

8頁

竪
帳

1 DVD4

分類：Ｃ－1  貢租－年貢
№11

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

141 ４８
Ｃ
１

弘化３年１２月
（１８４６年）・丙午

覚
○大草村 名主：峰助
●智満寺御役人

本免４割８分、右之通り、当午年の免定相違無し。 状 1 DVD4

142 ２５９
Ｃ
１

嘉永３年１０月２５日
（１８５０年）

当戌御年貢御物成庭帳
○当山役所
●記載なし

千葉山御役所に係る、百姓が納入した米の田畑の本税、雑税、
小物成の年貢高にて、その総数米68俵とほか1合6勺。

11頁

横
帳

1 DVD4

143 ４８２
Ｃ
１

嘉永５年１２月
（１８５２年）・子

御免定一札之事
○尾川村：宇兵衛
●千葉山御役人中

本免4つ8分8厘と三俣新田分、子年の御免写取。 状 1 DVD4

144 ５６
Ｃ
１

文久３年１２月
（１８６３年）・亥

奉差上皆済目録之事
○名主：伊左衛門
●千葉山御役所

皆済目録を差上げ。米高68俵1斗3升8合4勺、内、米21俵1斗5
升6合2勺、代金17両2朱、銭321文。米相場1升代130文ずつ、銭
相場金1両に付き6貫600文、引残り米46俵2斗1升2合2勺、ほか
に1貫48文御定納。

状 1 DVD4

145 ４３６
Ｃ
１

元治元年１２月
（１８６４年）・子

大津方免割帳
○千葉山 御役所（裏表紙）
●記載なし

尾川村・落合村・大草村における免割帳。〆て１石8斗2升4合、こ
の取米2俵１斗8升5合を皆済。

横
半
帳

1

146 ２５５
Ｃ
１

慶応元年１０月
（１８６５年）

当乙丑年作徳米勘定請取
○当山役所
●記載なし

慶応元年10月より12月に至る間の記述。はじめに、作人落合村
平七の作徳米を記す。以下、同様。

11頁

横
帳

1

147 ４６７
Ｃ
１

慶応元年１２月
（１８６５年）・丑

慶応元年大津方免割帳 丑
12月

○千葉山 役所
●記載なし

大津の4ヶ村28名の免割帳。尾川村清右衛門 高1石1斗8升地
内9升前々永引 残高１石9升地 取米４斗１升４合2勺 ほか。〆て
残高36石2斗1升9合、取米13石7斗6升4合4勺。

11頁

横
帳

1

148 ３５７
Ｃ
１

慶応元年１２月
（１８６５年）・丑

大津方免割帳
○千葉山 御役所
●記載なし

尾川村・落合村・野田村・大草村に係る免割帳。各村の該当者名
及び米の数量が記載され皆済、納辻となっている。

通し№168に
関連する文書

横
帳

1

149 ３５８
Ｃ
１

慶応２年１２月１０日
（１８６６年）・寅

大津方免割帳
○千葉山 御役所
●記載なし

尾川村・落合村・野田村・大草村に係る免割帳。各村の該当者名
及び米の数量が記載され皆済となっている。

通し№168に
関連する文書

横
帳

1

150 ２９０
Ｃ
１

慶応２年
（１８６６年）・丙寅

慶応２年 寅年貢米庭帳
○当山 役所
●記載なし

各人の名前と金額が記されている。お米より金納が多く見られる。
檀家各々が提出した年貢を一冊にまとめたもの。

横
帳

1 DVD4

151 ４５４
Ｃ
１

慶応２年
（１８６６年）・寅

大津方免割帳
○千葉山 役所
●記載なし

尾川村・落合村・野田村・大草村に係わる免割帳。〆て43石2
斗、内6石9斗8升1合は前々永引、その残高26石2斗1升9合、こ
の取米13石7斗6升4合4勺。

8頁

横
帳

1

152 ３３３
Ｃ
１

慶応３年１２月
（１８６７年）・卯

慶応３年 大津方免割
○記載なし
●記載なし

尾川村・落合村・惣持院・大草村などの人々の氏名と皆済、それ
ぞれの村で納めた合計が記されている。内容は通し№１６８を参
照。

8頁

横
帳

1

分類：Ｃ－1  貢租－年貢
№12

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

153 ３３１
Ｃ
１

慶応４年４月
（１８６８年）・辰

慶応４年 大津方免割帳
○記載なし
●記載なし

尾川村、大草村等の村名がみえるが虫喰いで開かないため、詳
細は判らず。内容は通し№168を参照。

虫喰いあり
横
帳

1

154 ２２８
Ｃ
１

慶応４年４月
（１８６８年）・辰

大津方免割帳
○千葉山役所
●記載なし

はじめに、尾川村清右衛門の年貢高皆済と記し、以下、落合・野
田・大草の村々からの納入状況を挙げる。

10頁

横
帳

1

155 ３３９
Ｃ
１

慶応４年１２月
（１８６８年）・辰

大津方免割帳
○庄屋：豊蔵(裏表紙）
●千葉山役所(裏表紙）

大津の尾川村・落合村・野田村・大草村の各百姓が納めた年貢
の記録。

10頁

横
帳

1

156 ４８１
Ｃ
１

（江戸）１２月２日
・子

（検見升の儀につき）
○千葉山 智満寺役人
●大津４ヶ村御名主衆中

公儀政法の上有毛の内、2割方用桧につき、双方不当がないよう
評議頼む。 状 1

157 ５６１
Ｃ
１

（江戸）
・戌

戌御年貢可納割付之事
○（代官）
●駿河国志太郡：尾川村

高206石5斗2升9合につき、戌年の年貢割付の各文書末尾に、1
から4までの番号を付す。末尾は欠損。

末尾欠損あり 状 1

158 ２６３
Ｃ
１

（江戸） （免割勘定帳）
○（智満寺）
●記載なし

「長左衛門、高3斗3升4合地、取米１斗2升6合皆済」とある。以
下、同様の記載。

文書の前後
が欠損。
5頁

横
帳

1

159 ２８１
Ｃ
１

（江戸）
・辰

辰年金納受取帳
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、「伝右衛門、米１斗7升7合5勺、〆て代金１分受取り」と
ある。以下、同様の記載。「惣勘定金8両3分2朱964文」とある。

5頁

横
帳

1

160 １２
Ｃ
１

（江戸） 年貢皆済帳
○智満寺
●記載なし

野田村・落合村・尾川村・大草村４ヶ村の米惣高44俵3斗5升9
合、但し４斗入也、とある。

横
帳

1

161 １２７５
Ｃ
１

（江戸） 年貢皆済
○（智満寺）
●記載なし

庄三後家・芳右衛門・平三郎などの皆済状況を列記。
もと横帳（は
がれ部分の
み）。

状 2

162 １２６６
Ｃ
１

（江戸） 年貢皆済
○（智満寺）
●記載なし

文吉・八郎右衛門・平吉の年貢皆済状況。
もと横帳（は
がれ部分の
み）。

状 1

163 ６５５
Ｃ
１

（江戸） 酉年可納御年貢割付之事
○駿河国志太郡：尾川村
●記載なし

3枚の資料があるが、接続できず不明。 状 3

164 ３５９
Ｃ
１

明治２年１１月２日
（１８６９年）・巳

覚 取米
○記載なし
●記載なし

大草村・野田村・落合村・尾川村に係る取米の覚にて、各村高に
対し該当者及び取米の数量の記述となっている。その取米〆て2
石6斗6升4合5勺。

4頁

横
帳

1

165 ２４１
Ｃ
１

明治２年１２月１０日
（１８６９年）・巳

当巳御年貢御定納帳
○千葉山役所
●記載なし

千葉山御役所に係る、御年貢御定納帳の覚で、伊平、外44名と
山内中1件の米皆済、その数〆て21俵2斗7升4合5勺。

7頁

横
帳

1

分類：Ｃ－1  貢租－年貢
№13

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

166 ３３８
Ｃ
１

明治２年１２月
（１８６９年）・巳

大津方免割帳 明治2年巳12
月

○千葉山 役所
●記載なし

尾川村8名、落合村11名、野田村6名、大草村3名、合計28名（惣
持院、楞厳院など含む）の高、取米が記されている。〆として高
63石2斗内、高6石9斗8升前々永引、残高36石2斗1升9合、取米
13石7斗6升4合4勺とある。

8頁

横
帳

1

167 ４７３
Ｃ
１

明治３年１２月２０日
（１８７０年）・庚午

御年貢金納帳
○記載なし
●記載なし

小作人33名の年貢収納の記録帳。合計 米16表１斗7升8合5勺、
代金46両3分3朱と242文。

4頁

横
帳

1

168 ３２４
Ｃ
１

明治３年１２月２０日
（１８７０年）・午

明治３年 大津方免割帳
○千葉山 役所
●記載なし

大津村方内の尾川村・落合村・野田村・大草村の各村の百姓の
高・皆済年貢高を記載する。これら百姓は千葉山からの出百姓と
思われる。

11頁

横
帳

1 DVD4

169 ６１５
Ｃ
１

明治３年１２月
（１８７０年）・午

大津方免割帳
○千葉山 御役所
●記載なし

智満寺に納める大津村各村々の納辻。尾川村8名・高5石1斗3升
2合、この取米2石7斗2升3合5勺、落合村11名・高20石6斗1升8
合、この取米10石8斗2升、野田村6名・高8石6斗4升5合、この取
米4石1斗4升9合、大草村3名・高1石8斗2升4合、この取米9斗2
升2合となっている。

10頁

横
帳

1

170 ７９９
Ｃ
１

明治３年１２月２０日
（１８７０年）・午

明治３年 当午御年貢御定
納帳 12月20日

○千葉山 役所
●記載なし

46人の名前と納めた年貢米が記されている。例を挙げると、
・米1斗7升1合 伊平右皆済、・米1升5合 市助右皆済等、合計米
21俵2斗5升8合。

5頁

横
帳

1

171 ３３０
Ｃ
１

明治３年１２月
（１８７０年）・午

明治３年 大津方免割帳
○記載なし
●記載なし

千葉山村方から大津村内の尾川・野田・大草村等に出百姓して
いた者の免割帳と思われる。内容は通し№168を参照。

7頁

横
帳

1

172 ２６７
Ｃ
１

明治４年９月
（１８７１年）・辛未

千葉山 田林茶畑扣帳 明治
四辛未年九月

○名主当番：利平、組頭：藤蔵、百姓代：長吉
●千葉山 御役所

境内の山林・田畑・茶畑等、昔より仕来りの散田取調帳。名前・場
所（字）・取米が個人別に詳しく記されている。人数42名、合計8
石6斗4升3合。例に挙げると、・勘次郎 奥蔵田林 取米2斗7升
等。

26頁

竪
帳

1

173 １７８
Ｃ
１

明治４年１０月
（１８７１年）・辛未

御年貢取調小前連印帳 志
太郡千葉山

○百姓代：南向長吉、組頭：岩本藤蔵、当番名主：
岡村繁蔵
●千葉山 御役人衆中

土地の面積と所有者の名前、年貢料が記されている。
竪
帳

1

174 １７７
Ｃ
１

明治４年１０月
（１８７１年）・辛未

御年貢取調小前連印帳
○志太郡：千葉山
●千葉山 御役人衆中

土地の面積と所有者の名前、年貢料が記されている。

21頁

竪
帳

1 DVD4

175 １３７７
Ｃ
１

明治４年１１月上旬
（１８７１年）・辛未

諸願伺留記
○千葉山 役所
●記載なし

元朱印地につき願上１通、年貢米並びに散田米につき書付1通。

3頁

竪
帳

1

176 ７７５
Ｃ
２

享保８年１２月
（１７２３年）・卯

覚
○小林又左衛門㊞
●駿州志太郡：千葉山智満寺

一、金1分銀9匁7分 此高43石2斗駿州分、但高100石に付き金2
分銀12匁6分 銀両替58匁。右は大井川・天龍川・冨士川・安倍
川御普請高役金当卯分、請取り。

状 1 DVD4

177 ５６２
Ｃ
２

（享保９年）１２月
（１７２４年）・辰

覚
○小林又左衛門㊞
●智満寺

銀7匁４分、冨士川、ほか普請国役銀を請取る。 状 1

分類：Ｃ－1  貢租－年貢
№14

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ｃ－２  貢租－課役



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

178 ７４２
Ｃ
２

享保２０年１０月２９日
（１７３５年）卯

覚
○永井孫次郎㊞
●志田郡：千葉山智満寺

御朱印 高43石2斗7合 此高役銀9匁3分3厘 但し高100石に金1
分銀7匁2分、両替57匁4分。右は冨士川・安倍川・大井川・天竜
川・犀川・千曲川通国役御普請に付き、高役金を書面の通り請取
り。

状 1 DVD4

179 ８５０
Ｃ
２

元文３年１１月１９日
（１７３８年）・午

覚
○永井源次郎㊞
●志太郡：千葉山智満寺

高43石2斗7合、高役銀7両9分7厘、冨士川、ほか川通国役普請
につき請取り。 状 1

180 ４８３
Ｃ
２

元文４年
（１７３９年）・未

覚
○永井孫次郎㊞
●志太郡：千葉山智満寺

朱印高43石2斗7合、この高役銀9匁5分5厘、大井川通国役普請
につき請取り。 状 1

181 ７６０
Ｃ
２

寛保２年１２月
（１７４２年）・戌

覚
○駿州志太郡：千葉山智満寺
●疋田庄九郎

高（千葉山）43石2斗7合、この高役銀7朱7分5厘。但し、高100石
に付き金1分、銀2朱4分、両替60匁。以上、これは大井川通りの
御普請につき、駿河国の高役金として、智満寺領の村々より取立
て納入する事。

状 1

182 ５５６
Ｃ
２

延享２年閏１２月
（１７４５年）・丑

覚
○天野助次郎手代：布施専蔵㊞、渋川要蔵㊞
●駿州志太郡：智満寺御納所中

朱印高43石2斗7合、銀11匁6分3厘、この永188文9分。去る戌・
亥両年分、大井川外川普請国役金につき請取り。 状 1

183 ８４９
Ｃ
２

宝暦９年６月
（１７５９年）・卯

覚
○岩出伊右衛門手代：新井嘉助㊞
●駿州志太郡：千葉山智満寺御納所中

高43石2斗7合、国役永127文1分7厘3毛。戌年より丑年迄の大井
川外普請入用国役金を請取り。 状 1

184 ９４２
Ｃ
２

宝暦１０年８月
（１７６０年）・辰

覚
○岩出伊右衛門手代：新井嘉助㊞
●智満寺御納所中

千葉山から国役金を貰ったとの覚。 状 1

185 ８４８
Ｃ
２

宝暦１２年９月
（１７６２年）・午

覚
○岩出伊右衛門手代：新井嘉助㊞
●智満寺領 御納所中

高43石2斗7合、この役永62文1分、去る巳年東海道筋、酒匂川
外普請入用国役金を請取り。 状 1

186 ５６３
Ｃ
２

宝暦１３年１０月
（１７６３年）・未

（覚）
○岩出伊右衛門手代：新井嘉助㊞
●駿州志太郡：千葉山智満寺御納所中

去る午年東海道大井川外、普請入用国役金の請取り。 虫損甚大 状 1

187 ８８８
Ｃ
２

明和６年正月
（１７６９年）・丑

覚
○真野惣十郎手代：前野忠左衛門㊞
●智満寺 御役僧中

銀15匁1分6厘6毛、智満寺領4ヶ村の東海道大井川ほか、普請
国役金の請取り。 状 1

188 ８７８
Ｃ
２

明和６年１２月
（１７６９年）・丑

覚
○真野惣十郎㊞
●智満寺

高43石2斗7合、高役銀12両2分3厘3毛。去る戌・亥・子年、川々
普請国役金の請取り。 状 1

189 ６６０
Ｃ
２

明和７年１０月７日
（１７７０年）

（請取證）
○真野惣十郎㊞
●智満寺

国役金の請取り。 状 1

190 ５６５
Ｃ
２

明和８年１０月
（１７７１年）・卯

覚
○岩松直右衛門手代：塚谷安右衛門㊞
●智満寺

朱印高43石2斗7合、銀12匁9分4厘6毛、この永192文7厘。子・
丑・寅年東海道筋大井川普請入用国役金の請取り。 状 1
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191 ７４８
Ｃ
２

明和９年１１月
（１７７２年）・辰

覚
○岩松直右衛門手代：塚谷安右衛門㊞
●（智満寺領４ヶ村）

永181文9分□厘は、去る子・丑・寅年、東海道筋大井川ほか6河
川普請入用国役金の上納請取状。 状 1

192 ７７２
Ｃ
２

安永４年１１月
（１７７５年）・未

覚
○岩松直右衛門手代：塚谷安右衛門㊞
●（智満寺）

智満寺御朱印領、高43石2斗7合、この高役銀12匁9分3厘、但し
高100石に付き、金1分、銀14朱3分7厘6毛、両替62匁2分。右は
去る子（明和5年）より午（安永3年）年迄、東海道筋の重要な4大
河、酒匂川、甲州2大河の御普請入用国役金として納入する事。

状 1

193 ９１４
Ｃ
２

安永６年１２月５日
（１７７７年）・酉

覚
○岩松直右衛門手代：岡嶋政右衛門㊞
●智満寺御役僧中

永210文1分、駿州志太郡4ヶ村、去る巳より申年までの東海道大
井川普請国役金の請取り。 状 1

194 ５５７
Ｃ
２

安永８年１２月
（１７７９年）・亥

覚
○岩松直右衛門手代：高木忠次郎㊞
●智満寺４ヶ村

朱印高43石3斗2升7合、この永291文。去る未より戌年までの東
海道筋川普請国役金の請取。 状 1

195 ７４３
Ｃ
２

天明４年１０月
（１７８４年）・辰

覚
○岩松主税手代：西村嘉伝次㊞
●（智満寺）

御朱印 高43石2斗7合 智満寺領、この永215文3分、包分銀下
賃。右は去る亥（安永8年）より卯（天明3年）年まで、東海道筋
川々並び千曲川、犀川御普請高掛国役金を書面の通り上納請
取り。

状 1

196 ７３７
Ｃ
２

天明６年１１月
（１７８６年）・午

覚
○岩松主税手代：西村嘉伝次㊞
●智満寺

後欠、去る寅より巳年まで（天明2～5年）の東海道5川外国役金
を請取る。後欠部に別筆にて、「紙のつきめはなれて御役僧と日
事なし」とある。

後欠文書 状 1

197 ７４０
Ｃ
２

天明７年１０月
（１７８７年）・未

覚
○岩松主税手代：西村嘉伝次㊞
●御役僧中

永211文9分（高43石2斗7合）、外、永1文、包銀下賃は去る卯年
より午年までの東海道5河川ほか2河川普請高掛金の請取状。 状 1

198 ９３１
Ｃ
２

天明８年９月２３日
（１７８８年）・申

覚
○野田松三郎手代：木村平作㊞
●智満寺 役僧中

高43石2斗7合、永212文6分、去る卯より未年まで、東海道大井
川ほか普請国役金上納。 状 1

199 ５５４
Ｃ
２

寛政元年１０月１５日
（１７８９年）・酉

覚
○野田松三郎手代：木村平作㊞
●智満寺 役僧中

朱印高43石2斗7合、この永212文4分、去る辰より巳年まで東海
道筋大井川ほか普請国役金納め。 状 1

200 ６０７
Ｃ
２

寛政５年１１月３日
（１７９３年）・丑

覚
○野田松三郎手代：島村常八郎
●智満寺 御役者中

高43石2斗7合、この永214文6分、ほかに包分銀下賃永1文1分。
これは東海道4川、信州両川に対する御普請国役で、智満寺に
課せられる当丑年分の納入金請取状。

状 1 DVD4

201 ７６１
Ｃ
２

寛政６年１０月晦日
（１７９４年）

覚
○野田松三郎手代：島村常八郎
●千葉山 智満寺役僧中

御朱印 高43石2斗7合、永214文6分、但し高100石に付き、銀29
匁8分、両替60目 ほか１文１分 包分銀下賃。右は去る酉・戌年
（寛政元・2年）分の内、東海道4川、信州両川の御普請国役金、
当寅年分を書面の通り上納請取る。

状 1

202 ９２５
Ｃ
２

寛政７年１２月
（１７９５年）・卯

覚
○野田松三郎手代：嶋林半八郎㊞
●千葉山 智満寺役僧中

永214文7分、千葉山智満寺領戌年分の東海道大井川ほか普請
国役金の上納。 状 1
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203 ５９７
Ｃ
２

寛政１０年１１月１５日
（１７９８年）・午

覚
○野田松三郎手代：嶋林半八郎㊞
●智満寺

朱印高43石2斗7合、永214文6分。去る子・丑両年残りの東海道4
川ほか普請国役金の請取状。 状 1

204 ８６６
Ｃ
２

寛政１２年１１月
（１８００年）・申

覚
○野田松三郎手代：島村与八郎㊞、大島傳六郎
㊞
●（智満寺）

朱印高43石2斗7合、永214文6分。去る寅・卯両年残りの内、東
海道大井川ほか普請国役金の納入をすること。 状 1

205 １１２１
Ｃ
２

享和２年１１月１１日
（１８０２年）・戌

覚（智満寺国役金）
○野田松三郎手代：大島傳六郎㊞、嶋林半八郎
㊞
●駿河国志太郡：智満寺

智満寺領 永214文6分。去る辰・巳（寛政8・9年）両年分と当戌年
分（享和2年）、東海道4川・信州両川・相模川の御普請国役金を
上納請取る。

状 1

206 ７４６
Ｃ
２

文化元年１０月
（１８０４年）・子

覚
○野田松三郎手代：大島傳六郎㊞、嶋林半八郎
㊞
●駿州志太郡：智満寺 右村名主、与頭中

御朱印高43石2斗7合、駿州志太郡智満寺領、永214文6分、ほ
か永1文1分、包分銀下賃、但し高100石に付き銀29匁8分、両替
60目。右は去る午・未（寛政10・11年）両年分、東海道4川、並び
信州両川、相模川御普請国役金、当子年分上納請取る。

状 1

207 ４８７
Ｃ
２

文化９年１０月
（１８１２年）・壬申

覚
○駿州志太郡：千葉山智満寺
●小野田三郎右衛門

朱印高43石2斗7合、国役金15匁5分5厘4毛、去る卯・辰年分のう
ち、東海道筋4川ほか普請につき、国役金を御上納する。 状 1

208 ４９３
Ｃ
２

文化１１年
（１８１４年）・戌

覚
○山田茂左衛門手代：沢田寿作㊞
●智満寺御役僧

朱印高43石2斗7合、銀15匁5分5厘4毛、去る巳・午両年分の残り
国役金を請取り。 状 1

209 ５４６
Ｃ
２

文化１１年
（１８１４年）・戌

覚
○山田茂左衛門手代：沢田寿作㊞
●智満寺御役人衆

巳・午両年分の内国役金として、当戌年分も含め銀15匁5分5厘4
毛を請取る。 状 1

210 ９３０
Ｃ
２

文化１２年１０月
（１８１５年）・亥

覚
○山田茂左衛門手代：鈴木直蔵㊞
●智満寺御役僧

朱印高43石2斗7合、銀15匁5分5厘4毛、去る未・申両年分残りの
内の国役金を請取る。 状 1

211 ３６
Ｃ
２

文化１３年８月２７日
（１８１６年）・子

東叡山御回文写 千葉山
○東叡山恵恩院、龍王院
●千葉山外

東海道筋・信州・相模・美濃・甲州等々の大河川普請のための国
役金徴収のこと。御領は最寄の代官へ、私領は地頭へ納むこと。

竪
帳

1 DVD4

212 ９２４
Ｃ
２

文政２年１１月
（１８１９年）・卯

覚
○石川又右衛門㊞
●智満寺御役僧

高43石2斗7合につき永85文、去る寅年より当卯年までの国役金
を請取る。 状 1

213 ７３８
Ｃ
２

文政３年１１月
（１８２０年）・辰

覚
○石川又右衛門㊞
●智満寺御役僧

銀4匁6厘1毛（高43石2斗7合）は、去る卯年分国役金の請取状。 状 1

214 ７３９
Ｃ
２

文政７年９月
（１８２４年）・申

覚
○羽倉外記手付：石川又右衛門㊞
●智満寺御役僧

去る未年分の国役金請取證文。銀12匁9分2厘、ほか、銀6厘6毛
（包分銀下賃）。 状 1

215 ９３２
Ｃ
２

文政７年
（１８２４年）・申

覚
○駿州志太郡：千葉山智満寺㊞
●羽倉外記

朱印高43石2斗7合、去る未年分の東海道大井川ほか普請国役
金、銀12匁2朱9分2厘を上納。 状 1
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216 ７８５
Ｃ
２

文政８年１１月
（１８２５年）

覚
○駿州志太郡：千葉山智満寺㊞
●羽倉外記

朱印高43石2斗7合、この国役銀12匁9分2厘。去る申年分の東海
道大井川・天竜川・冨士川・安部川・相模川・信州千曲川・犀川
通り普請に付き国役銀書面の通り納める。

状 1

217 ６０６
Ｃ
２

文政８年１１月
（１８２５年）・酉

覚
○羽倉外記手付：石川又右衛門
●智満寺御役僧中

一銀12匁9分2厘、外に包分銀下賃6厘6毛、但し高100石に付
き、銀29匁9分、両替60目。右は去る申年分の国役金として、当
酉年書面の通り請取る。

状 1

218 ８７７
Ｃ
２

文政１０年１１月
（１８２７年）・亥

覚
○羽倉外記手付：石川又右衛門㊞
●智満寺御役僧中

銀12匁9分2厘、去る戌年より国役金、当亥年まで請取る。 状 1

219 ５５５
Ｃ
２

文政１１年１１月
（１８２８年）・子

覚
○羽倉外記手付：石川又右衛門㊞
●智満寺御役僧中

朱印高43石2斗7合、銀12匁9分2厘、去る亥年分の国役金を請
取る。 状 1

220 ４８０
Ｃ
２

文政１２年１０月
（１８２９年）・丑

覚
○羽倉外記手付：石川又右衛門㊞
●智満寺御役僧中

朱印高43石2斗7合、銀12匁9分2厘、去る子年分の国役金を請
取る。 状 1

221 ２２１
Ｃ
２

天保２年９月２８日
（１８３１年）・卯

駿河天台宗
○真覚院、覚王院
●記載なし

東光寺より来た公儀御触の写。天竜川・大井川・安倍川・冨士
川・相模川・千曲川・犀川の御普請に付き、100石に付き、銀29匁
9分宛国役を掛ける。この入用金は公儀が取替金を以て仕立て、
10分の1は公儀より、そのほかは各国ごとに村々より取立て、10月
中に羽倉へ納めよ。

虫喰い
竪
帳

1

222 ７５０
Ｃ
２

天保３年１０月
（１８３２年）・辰

覚
○石川又右衛門㊞（岸本武太夫手代）
●智満寺 御役僧中

去る卯年分の国役金の請取證文。銀12匁9分2厘（高43石2斗7
合）、ほか、銀6厘6毛（包銀分銀）。 状 1

223 ７７４
Ｃ
２

天保８年１０月
（１８３７年）・酉

覚
○嶺本十輔手附：石川傳右衛門㊞
●智満寺 御役僧中

去る申年分（天保7年）の国役金請取證文。高43石2斗7合 駿州
志太郡千葉山智満寺領、銀12匁9分2厘、ほかに分銀6厘6毛 包
分銀下賃　但し高100石に付き銀29匁9分 両替60目。

状 1

224 ５４９
Ｃ
２

天保１０年１０月
（１８３９年）・亥

覚（国役金納入）
○岸本十輔之手附：石川時右衛門
●智満寺 御役僧中

智満寺が納入すべき国役金 銀12匁9分2厘（但し高100石に付き
銀29匁9分 両替60目。ほかに包分銀下賃6厘6毛を添えて確か
に請取る、とある。

状 1

225 ８８７
Ｃ
２

嘉永６年１０月
（１８５３年）・丑

覚
○千葉山 智満寺㊞
●大草太郎左衛門

千葉山智満寺領、朱印高43石2斗、国役金永216文4分、東海道
大井川ほか普請国役金を上納。 状 1

226 ２５４
Ｃ
２

安政２年
（１８５５年）・卯

諸役安政弐卯年ゟ辰巳
三ヶ年見込改帳

○（智満寺）
●記載なし

日毎の金銭支払い状況を記す。末尾に覚として、45名の人名、
人工を記す。

横
帳

1

227 ８９０
Ｃ
２

安政３年
（１８５６年）・辰

覚
○千葉山 智満寺㊞
●大草太郎左衛門

高43石2斗、この国役永216文4分とあり、東海道大井川、ほかの
国役金を納付。 状 1

分類：Ｃ－２  貢租－課役
№18

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

228 １０１
Ｃ
２

（江戸）２月２２日 東叡山御回章 壱箱
○龍王院、仏順院
●記載なし

「公儀御触書写」に付き、駿河国天台宗各寺院への順達。内容
は去る巳年、東海道筋天竜川、ほか、普請につき国役金の徴収
の件。

竪
帳

1

229 ８８３
Ｃ
２

（江戸）１０月１０日
・子

覚
○寺西直次郎手附：山本寛蔵㊞
●千葉山 智満寺

永215文3分、去る亥年の国役金を請取。 状 1

230 ６５７
Ｃ
２

（江戸）１０月１０日
・辰

覚
○大草太郎左衛門手代：近藤重三郎㊞
●千葉山 智満寺

智満寺の卯年国役金、永215文3分、ほかに永１文3分を請取。 状 1

231 １４９
Ｃ
２

（江戸）１０月
・寅

覚
○真野惣十郎手代：前野忠左衛門
●智満寺 御役僧中

智満寺領４ヶ村宛の国役金、掛高43石2斗7合につき、銀12匁7
分9厘6毛の請取書。 状 1

232 ７０７
Ｃ
２

（江戸）１２月朔日 国役金並鉄砲につき
○信解院慈延（花押）、住心院覚澳（花押）
●駿州 智満寺

真如院まで書付けを以て窺いの国役金並鉄砲につき、黒田豊前
守へ伺い、別紙の通り達、後證のため黒田方寺社役人松井彦右
衛門手紙を遣わされ、大切にして置くこと、詳しくは真如院より申
し入れる。

虫損甚大 状 1

233 ６５３
Ｃ
２

（江戸）
駿州智満寺領国役金につ
き

○松井彦太夫
●信解院

江戸期の国役金についての書状、ほかに鉄砲に関しても記す。 破損甚大 状 1

234 ６３８
Ｃ
２

５年１０月
・己子

覚
○岩松主税手代：西村喜□次
●智満寺領 名主中

高43石2斗7合、この永214文4分、ほかに包分銀下賃。右は去る
丑年より辰年まで、東海道5川と千曲川、犀川の国役御普請高掛
金の上納につき、確かに請取。

状 1

235 ５９３
Ｃ
２

１０月２０日
・午

覚
○嶌田御役所
●千葉山 智満寺領

永215文3分、ほかに包分銀下賃永1文1分、これは巳年国役金と
して請取る。 状 1

236 ７８４
Ｃ
２

１０月
・丑

覚
○小野田三郎右衛門手代：小原東作
●島田宿名主中

永214文6分、ほかに包分銀下賃1文1分、智満寺領。右は当丑
年、上納すべき国役金を書面の通り請取る。 状 1

237 ７０９
Ｃ
２

１１月１６日 覚
○野田松三郎手代：木村平作㊞
●千葉山 智満寺役僧中

智満寺領高43石2斗7合、この永214文6分、ほかに永1文1分の包
分銀を含む。右は、去る巳年より未年分の内、東海道筋、大井
川・天竜川・安倍川・冨士川・信州の千曲川・犀川の御普請国役
金にてその上納確かに受領したとの覚書。

状 1

238 ７４５
Ｃ
２

１１月２２日 覚
○小野田三郎右衛門手代：小原東作
●右村名主中

高43石2斗7合　智満寺、金1分永5文6分、ほか永1文3分 包分銀
下シ賃。右は当未冬に上納すべき川の国役金を書面の通り請取
る。

状 1

239 ２６６
Ｃ
２

１２月２４日 川之国役金未年納方請取
○木村引一郎㊞、近藤重三郎㊞
●千葉山 智満寺

国役金未年納方請取 千葉山智満寺、永215文3分、ほかに永1
文1分包分銀そのほか共。　また同様のものが2通入る（差出人は
別人）。

状 3

分類：Ｃ－２  貢租－課役
№19

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

240 １１２６
Ｃ
２

記載なし 覚
○智満寺領4ヶ村
●記載なし

大井川・天龍川・安倍川等の御普請国役金の事か。 欠損あり 状 1

241 １１８１
Ｃ
３

明治３年７月
（１８７０年）

記
○記載なし
●記載なし

明治3年から同12年にわたる扶持米関係の記録が記されている。
又、朱地印地高、ほかの開墾地逓減禄の記録もある。明治12年
より同16年迄の分、繰上げ1割利引、金68円54銭6厘 明治13年1
月受取とある事から金額も高かった。

綴
り

1

242 １２４６
Ｄ
１

（江戸） 島田地内地名
○記載なし
●（智満寺）

島田宿内外の地名を記載する。 状 1

243 ６６
Ｄ
２

寛政１２年正月
（１８００年）・庚申

公用回章記 従寛政12庚申
正月至文化元甲子4月

○何寺何院
●何国何郡何村何寺院

本帳の内、公儀御触書写、人別改年に付き諸事改方等について
は、先年申渡した通りであるので心得置くべきであり、20年以前
の人別帳は当年7、8月頃迄に差出す事とある。書き方の見本例
を示す。

47頁

竪
帳

1

244 ２９６
Ｄ
２

天保１２年１２月９日
（１８４１年）・丑

御廻章
○千葉山 役所（裏表紙）
●記載なし

公儀御触書の写。去る子年、東海道筋の天竜川・大井川・安部
川・・・信州千曲川・犀川等を普請した費用は伊勢・三河・遠江・
駿河・伊豆等並びに信濃国甲州郡内領に、高100石に付き銀29
匁3分宛、国役掛にする等。

54頁

竪
帳

1 DVD4

245 ６４
Ｄ
２

嘉永元年１１月
（１８４８年）・申

東叡山御廻章 公儀御触書
写

○真覚院、信解院
●記載なし

公儀よりの触書が記されている。諸秤に付いて、近年、私事の様
に心得て不良の秤を数多く所持している者がある、役人の調査の
時に隠し置かず、残らず差出す様に、紛らわしき秤は取り上げ
る、等と書かれている。

竪
帳

1 DVD4

246 ２９１
Ｄ
３

嘉永４年
（１８５１年）・亥

嘉永４年亥正月末より金銭
出入扣 子、丑年迄

○記載なし
●記載なし

賃金や酒代、地神祭り、お布施等出入金が記されている。 後欠文書
横
帳

1

247 １９３
Ｄ
４

正徳６年２月２６日
（１７１６年）・申

正徳６年２月 千葉山宗門文
證帳

○千葉山
●記載なし

正徳6年2月26日付け天台宗（寺院名不詳）旦那衆に係る、千葉
山宗門文證帳にて、その人員数108人、家数24件。上記の通り改
め印形。

12頁

竪
帳

1

248 １９８
Ｄ
４

享保１２年正月
（１７２７年）・未

享保12年丁未 宗門御改帳
志太郡千葉山寺中 惣持院

○惣持院㊞　名主：勘兵衛㊞ 外組頭4名㊞
●智満寺

享保12年正月、天台宗惣持院の檀那衆に係る宗門改帳にてそ
の人員総数121人、内男60人女61人、家数25軒、上記の通り相
違ない旨、拙僧並びに名主、組頭により差し出す。

17頁

竪
帳

1 DVD4

249 ６２
Ｄ
４

明和５年４月１０日
（１７６８年）・子

公儀御触書写
○諸寺院（書式）
●記載なし

当子年（明和5年）は人別改年に付き、人数帳面を7、8月迄に差
出す事。百姓・町人・社人・男・女・僧尼など残らず吟味を遂げて
帳面を仕立、早々に差出す事。以下、調査内容に付いて凡例等
が記されている。

竪
帳

1 DVD4

分類：Ｃ－２  貢租－課役
№20

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ｃ－３  貢租－地租

分類：Ｄ－１  村制・戸口－村概況

分類：Ｄ－２  村制・戸口－村政

分類：Ｄ－３  村制・戸口－村入用

分類：Ｄ－４  村制・戸口－戸口



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

250 ７４４
Ｄ
４

宝暦１２年６月
（１７５６年）・午

指上申宗旨人別證文之事
○駿州志太郡：千葉山智満寺印
●勘定所

門前惣百姓家数51、人数男女229人、他に惣持院 僧2人、楞厳
院 僧1人、当院僧2人、天台宗門。 状 1 DVD4

251 ２１３
Ｄ
４

安永４年３月吉日
（１７７５年）・乙未

宗門御改帳
○寺中 惣持院
●智満寺法印

惣人数143人、男74人、女65人、家数29軒。此の者共は天台宗
惣持院の旦那にて、もし御法度の宗門の者がいれば拙寺、名
主、組頭がどこえでも罷り出で、申し訳をする。

16頁

竪
帳

1

252 １３６９
Ｄ
４

安永６年正月
（１７７７年）・酉

宗門御改帳 楞厳院
○駿州志太郡：千葉山楞厳院無住惣持院代㊞
●智満寺法印

楞厳院旦那総数87人（男41人、女47人）、家数23軒。

11頁

竪
帳

1 DVD4

253 ２８５
Ｄ
４

天明６年３月吉日
（１７８６年）・丙午

宗門御改帳 寺中惣持院
○駿州志太郡：千葉山寺中惣持院㊞、名主：金与
右衛門㊞、組頭4名㊞
●智満寺法印

天台宗惣持院檀那衆に係る宗門御改帳にて、その人員総数143
人（男82人、女61人）、総家数29軒。上記の通り相違無く、拙寺
並名主、組頭、後日の為請印の上差出す。

14頁

竪
帳

1 DVD4

254 １８０
Ｄ
４

天明８年３月吉祥日
（１７８８年）・戊申

宗門御改帳 寺中楞厳院
天明8戊申年3月吉祥日 駿州
志太郡千葉山

○組頭：紋次□㊞ 他3名㊞、名主：清右衛門㊞、
寺中：楞厳院㊞
●智満寺法印

檀家人数、男37人、女43人、軒数20戸。
竪
帳

1

255 ２１１
Ｄ
４

寛政５年３月
（１７９３年）・癸丑

宗門人別御改帳
○寺中 楞厳院
●智満寺法印

寛政5年の人別改帳。欠落や汚れでページが開かず詳細は不
明。

欠損・破れあ
り
13頁

竪
帳

1

256 １９４
Ｄ
４

寛政６年
（１７９４年）・寅

宗門人別御改帳
○千葉山寺中 惣持院
●記載なし

家数25軒、他は虫食い、及びページが開かず不明。
虫喰い・開閉
不能
13頁

竪
帳

1

257 １３５
Ｄ
４

寛政１０年３月
（１７９８年）・戊午

寛政10戊午（宗門人別改
帳）

○寺中 楞厳院
●記載なし

虫食い、破損の為、内容不明。
虫喰い・破損
あり

竪
帳

1

258 ２１２
Ｄ
４

寛政１１年３月３日
（１７９９年）・己未

宗門人別御改帳
○駿州志太郡：千葉山楞厳院
●記載なし

汚れの為、ページが開かず内容不明。
汚れ・開閉不
能
12頁

竪
帳

1

259 １１４
Ｄ
４

寛政１１年３月３日
（１７９９年）・己未

（宗門人）別御改帳扣
○惣持院 庄屋：清右衛門、組頭：甚助
●虫食不明

市左衛門40歳 外5人をはじめ、26軒の人別改帳、人数133名。組
頭甚助、浅右衛門、五右衛門、庄屋清右衛門の名が見える。

虫喰い甚大
竪
帳

1

260 １７６
Ｄ
４

寛政１１年３月３日
（１７９９年）・未

従安永元壬辰歳 駿州千葉山
宗門人別改扣帳 現住亮運
代

○千葉山智満寺 現住：亮運代
●記載なし

安永元年より寛政11年迄の千葉山智満寺（惣持院・楞厳院）に係
る、宗門人別改の控帳及び覚書。各寺院共、年別に惣人数、男
女別、及び出家人数の記述となっている。

33頁

竪
帳

1

261 １２８
Ｄ
４

寛政１１年３月
（１７９９年）

（宗門人別）御改帳
○惣持院㊞　名主：浅右衛門㊞、他５名㊞
●智満寺法印

駿州志太郡千葉山惣持院差出の人別帳。
癒着甚大にて
開封困難
15頁

竪
帳

1

262 １８１
Ｄ
４

寛政１１年
（１７９９年）・己未

寛政11己未年 宗門人別御
改帳扣 駿州志太郡智満寺
楞厳院無寺ニ付惣持院代印

○惣持院代
●記載なし （法印）

楞厳院檀那の名前、年齢、世帯主との関係が列記されている。
・30才 忠右衛門、68才 父、67才 母、28才 登や 女房等。父母の
名前の記載は無い。

竪
帳

1

263 １７２
Ｄ
４

寛政１２年３月３日
（１８００年）・癸申

寛政12癸申年 宗門人別御
改帳 駿州志太郡千葉山 楞
厳院

○千葉山 楞厳院
●記載なし

寛政12年楞厳院の宗門人別帳。惣人数94人、男44人、女50人。
竪
帳

1

分類：Ｄ－４  村制・戸口－戸口
№21

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

264 １２０
Ｄ
４

寛政１２年３月３日
（１８００年）・申

宗門人別御改帳 千葉山惣
持院

○千葉山 惣持院
●智満寺法印

寛政12年惣持院の宗門人別帳。惣人数136人、男75人、女61
人、家数28軒。

14頁

竪
帳

1

265 １９
Ｄ
４

寛政１３年３月３日
（１８０１年）・酉

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院
●千葉山法印

惣人数138人（男70人、女68人）、家数28軒の宗門人別帳。この
者共は代々天台宗惣持院の檀家である。

虫喰い有り
竪
帳

1 DVD4

266 ６８４
Ｄ
４

寛政１３年□月３日
（１８０１年）・辛酉

□□□□御改帳
○千葉山 楞厳院
●不明（虫食）

寛政年間の宗門人別改帳。家数20軒、惣人数91人、男43人、女
48人。

竪
帳

1

267 ５０
Ｄ
４

享和２年３月３日
（１８０２年）・壬戌

宗門人別御改帳
○惣持院㊞
●智満寺法印

惣人数136人（男70人、女66人）、家数28軒の宗門人別帳。 虫喰い有り
竪
帳

1 DVD4

268 １０８
Ｄ
４

享和３年３月３日
（１８０３年）・亥

宗門人別御改帳
○駿州志駄郡：千葉山 楞厳寺代㊞、惣持院 名
主：甚左衛門㊞、名主：七左衛門㊞、他3名㊞
●智満寺法印

天台宗楞厳院檀那衆に係る宗門人別御改帳にて総数96人、男
52人、女44人、家数20軒、拙寺及び名主組頭により請印のうえ差
出し。

12頁

竪
帳

1

269 １４６
Ｄ
４

享和４年３月
（１８０４年）・子

宗門人別御改帳 千葉山楞
厳院

○千葉山楞厳院代惣持院㊞ 名主甚左衛門㊞、組
頭：七左衛門㊞、他3名㊞
●智満寺法印

天台宗楞厳院檀那衆に係る宗門人別御改帳にて総数98人、男
48人、女40人、家数20軒、拙寺並び名主組頭請判のうえ差出
し。

虫喰い等破
損大
13頁

竪
帳

1

270 ２３５
Ｄ
４

文化７年３月３日
（１８１０年）・午

宗門人別御改帳
○楞厳院代惣持院㊞、名主：甚左衛門㊞、組頭：
文七㊞、他3名㊞
●千葉山御役所

楞厳院の檀家に付いて、惣持院が代わって提出した。総数89
人、男40人、女49人、家数18軒。

11頁

竪
帳

1 DVD4

271 １８９
Ｄ
４

文化７年５月
（１８１０年）・庚午

人別改帳
○駿洲志太郡：千葉山智満寺
●□勘定所

門前百姓惣人数200人（檀家人数）、男104名、女110名、出家2
名。

虫喰い甚大
3頁

竪
帳

1

272 １１０
Ｄ
４

文化９年３月３日
（１８１２年）・申

（宗門）人別御改帳
○駿州志太郡：千葉山楞厳院㊞、庄屋：甚左衛門
㊞、組頭：平蔵㊞、他3名㊞
●千葉山御役所

天台宗楞厳院檀那衆に係る、宗門人別御改帳にて、総勢93人、
内、男44人、女49人、拙寺並に庄屋、組頭により差出す。

虫食い多い
11頁

竪
帳

1

273 １４１
Ｄ
４

文化９年３月３日
（１８１２年）・申

宗門人別御改帳 駿州志太
郡千葉山

○庄屋：甚左衛門、組頭：平蔵、外3名、惣持院
●千葉山御役所

檀家惣人数135人、男71人、女64人、檀家軒数は虫食い等の
為、不明。

虫喰いあり
竪
帳

1

274 ５６７
Ｄ
４

文化１１年３月３日
（１８１４年）・戌

宗門人別御改帳
○惣持院㊞
●千葉山御役所

檀家軒数25軒、惣人数138人、男71人、女67人、天台宗惣持院
の檀家の調査。

17頁

竪
帳

1 DVD4

275 １４０
Ｄ
４

文化１３年３月
（１８１６年）・子

宗門人別御改帳 駿州志太
郡千葉山楞厳院

○庄屋：甚左衛門、組頭：孫右衛門、外3名、楞厳
院
●千葉山御役所

檀家軒数18軒、惣人数89人、男44人、女45人。
竪
帳

1 DVD4

276 ５５８
Ｄ
４

文化１４年６月
（１８１７年）・丑

乍恐以書附ヲ奉願上候
○親類：忠右衛門㊞、組合：佐右衛門㊞、他3名、
（奥書）組頭：喜左衛門㊞、他2名
●（智満寺）

門前の清兵衛、文化3寅年11月に欠落。今もって見当たらず、除
籍願いたい。

後半欠損 状 1

277 ４９
Ｄ
４

文化１４年６月
（１８１７年）・丑

宗門人別御改帳
○楞厳院㊞　名主：清右衛門㊞、半蔵㊞、組頭：
喜左衛門㊞、他3名
●千葉山御役所

楞厳院の檀家、惣人数を記す。檀家15軒、惣人数86人（男42
人、女44人）。

竪
帳

1 DVD4

分類：Ｄ－４  村制・戸口－戸口
№22

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

278 ５３
Ｄ
４

文化１４年６月
（１８１７年）・丑

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院（無主に付き代印楞厳院㊞）
●千葉山御役所

惣人数140名（男70名、女70人）、惣持院が千葉山御役所に出し
た宗門人別帳。

虫喰い有り
12頁

竪
帳

1 DVD4

279 ２０２
Ｄ
４

文政５年２月吉日
（１８２２年）・午

宗門人別御改帳
○惣持院㊞
●千葉山御役所

天台宗惣持院の旦那惣人数143人、男74人、女69人。御法度の
宗門があれば拙寺、名主、組頭が申訳いたします。

虫喰いあり
12頁

竪
帳

1

280 ６３
Ｄ
４

文政１１年３月３日
（１８２８年）・戊子

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院（表紙）
●記載なし

檀家数23軒、惣人数150人（男77人、女73人）。
竪
帳

1 DVD4

281 ２４４
Ｄ
４

文政１１年３月３日
（１８２８年）・戊子

宗門人別御改帳
○千葉山 楞厳院
●千葉山御役所

檀家数16軒、檀那数86人（男46人、女40人）。

8頁

竪
帳

1 DVD4

282 ２０６
Ｄ
４

文政１３年閏３月
（１８３０年）・庚寅

文政13庚寅年 天台宗宗旨
御改判形帳 駿州志太郡阿
知ヶ谷村

○阿知ケ谷村（表紙）
●太田備後守様御内：新村伝五右衛門、鈴木治
郎左衛門

阿知ケ谷村の宗門改帳。切支丹宗門並ころび類族の者があれ
ば、庄屋、組頭、5人組までが如何様の仰せ付けにも応じる。その
為に庄屋、組頭が判形して差し上げる（天台宗惣持院旦那の宇
吉の家族男3人、女2人のみの記載）。

竪
帳

1 DVD4

283 ４７
Ｄ
４

天保５年３月３日
（１８３４年）・甲午

宗門人別御改帳
○千葉山 楞厳院：由栄
●千葉山御役所

檀家数17軒、惣人数89人（男49、女40）となっている。
竪
帳

1 DVD4

284 ９５
Ｄ
４

天保５年３月３日
（１８３４年）・甲午

宗門人別御改帳
○惣持院 名主：半兵衛㊞、同：豊八㊞、組頭：源
兵衛㊞、他3名㊞　無住に付き、代印を楞厳院㊞
●千葉山御役所

総数147人、内、男78人、女69人であり、天台宗惣持院の檀那で
ある事は確かである、若し宗門に異議あれば申出たく、拙寺並び
に名主、組頭に於いて申し訳する、押印の上提出する。

13頁

竪
帳

1 DVD4

285 ４２
Ｄ
４

天保５年
（１８３４年）・甲午

人別改帳
○駿州志太郡：千葉山智満寺
●御勘定所

1．寺内惣数7人（出家3、俗4）。　2．寺中2軒、出家2人。　3．門
前百姓惣人数236人（男127、女109）。都合245人。

竪
帳

1 DVD4

286 １３８４
Ｄ
４

天保９年３月３日
（１８３８年）・戌

宗門人別御改帳
○駿州志太郡：千葉山惣持院亮周㊞35才
●千葉山御役所

天台宗惣持院旦那につき差出。組頭、庄屋の署名・捺印。人数
147人（男78人、女69人）。

11頁

竪
帳

1 DVD4

287 １２４
Ｄ
４

天保１０年３月３日
（１８３９年）・亥

（宗門人）別御改帳
○駿州志駄郡：千葉山 惣持院㊞、庄屋：林右衛
門㊞、組頭：作右衛門㊞、他3名㊞
●（千葉山）御役所

天台宗惣持院檀那衆に係る宗門人別御改帳にて、総数151人、
内、男79人、女72人、請印のうえ名主・組頭により差出し。

13頁

竪
帳

1

288 １４２
Ｄ
４

天保１１年３月３日
（１８４０年）・子

宗門人別御改帳
○駿州志太郡：千葉山楞厳院
●千葉山御役所

檀家人数83人、内、男42人、女41人、家数16軒。

8頁

竪
帳

1

289 １３３
Ｄ
４

天保１１年３月３日
（１８４０年）・子

宗門人別御改帳
○駿州志太郡：千葉山惣持院
●千葉山御役所

檀家人数146人、内、男75人、女71人、家数24軒。

22頁

竪
帳

1

290 ２２３
Ｄ
４

天保１２年３月３日
（１８４１年）・辛丑

宗門人別帳
○惣持院
●千葉山御役所

檀家数146人（男77人、女68人、不足1）の人別帳。奥書に組頭
源兵衛、他3名、名主林右衛門、他1名の署名捺印あり。

前欠
12頁

竪
帳

1

291 １４５
Ｄ
４

天保１２年３月３日
（１８４１年）・丑

宗門人別帳
○千葉山 楞厳院
●千葉山御役所

檀家人数85人（男43人、女42人）、家数16軒。

6頁

竪
帳

1 DVD4

分類：Ｄ－４  村制・戸口－戸口
№2３

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

292 １１２
Ｄ
４

天保１３年３月３日
（１８４２年）・壬寅

（宗門）人別御改帳
○駿州志駄郡：楞厳院
●判読不可

駿州志太郡の楞厳院檀那衆に係る宗門人別帳にて、その惣人
数、及び男女の内訳については、書面が虫食い等破損大の為、
読み取れず。

虫喰いあり
6頁

竪
帳

1

293 ４３
Ｄ
４

天保１３年３月３日
（１８４２年）・壬寅

宗門人別御改帳 天保十三
年駿州志太郡壬寅三月三日
惣持院

○駿州志太郡：惣持院（表書）
●千葉山御役所

天保13年における千葉山智満寺、惣持院の宗門人別御改帳。
檀家数27軒、138人（男71人、女67人）が記されている。奥書に名
主、組頭5名の署名がある。

12頁

竪
帳

1 DVD4

294 １２９
Ｄ
４

天保１４年３月３日
（１８４３年）・癸卯

宗門人別御改帳 駿州志駄
郡千葉山惣持院

○記載なし
●記載なし

帳面後半部が欠損につき、檀家、惣人数不明。
後半部欠損
あり

竪
帳

1

295 １７０
Ｄ
４

天保１５年３月３日
（１８４３年）・辰

天保15辰年3月3日 宗門人
別御改帳 駿州志駄郡千葉
山楞厳院

○千葉山 楞厳院
●千葉山御役所

人別総数80人（男42人、女38人）、無住に付き、代印仕候、惣持
院㊞とある。

竪
帳

1 DVD4

296 ８８
Ｄ
４

弘化２年３月３日
（１８４５年）・巳

弘化2乙巳年駿州志駄郡 宗
門人別帳 千葉山楞厳院

○名主：林右衛門㊞、組頭：源兵衛㊞、他3名㊞
●千葉山御役所

楞厳院の檀家総数83人（男44人、女39人）。

9頁

竪
帳

1

297 200
Ｄ
４

弘化３年３月３日
（１８４６年）・丙午

弘化3丙午年3月3日 宗門人
別御改帳 駿州志駄郡千葉
山惣持院

○千葉山 惣持院
●千葉山御役所

惣持院檀那149人（男75人、女74人）の名前、年齢、世帯主との
関係が列記されている。（父母の名前は記されていない）　・久次
郎37才、父73才、女房そて37才等々。

竪
帳

1 DVD4

298 １８４
Ｄ
４

弘化４年□月３日
（１８４７年）・丁未

丁未年□月3日 □□人別御
改帳 千葉山惣持院

○千葉山 惣持院
●記載なし

虫喰い、癒着などにて判読不明。
虫喰い、癒着
あり

竪
帳

1

299 １１６
Ｄ
４

弘化４年
（１８４７年）・丁未

宗門人別御改帳 千葉山楞
厳院

○組頭：源兵衛、作右衛門、新蔵、喜太夫、名主：
伊左衛門
●千葉山御役所

楞厳院の檀家数17軒、惣人数87人（男44人、女43人）。
竪
帳

1

300 １１５
Ｄ
４

弘化５年３月３日
（１８４８年）・戊申

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院
●千葉山御役所

惣人数148人、男74人、女74人。

14頁

竪
帳

1

301 ９２
Ｄ
４

弘化５年３月３日
（１８４８年）・戊申

宗門人別御改帳
○千葉山 楞厳院
●千葉山御役所

天台宗楞厳院の檀家人数89人、男47人、女42人。
竪
帳

1 DVD4

302 ２０４
Ｄ
４

嘉永２年３月３日
（１８４９年）・酉

嘉永□□酉年3月3日 宗門人
別御改帳 楞厳院

○楞厳院
●記載なし

楞厳院檀那93人（男47人、女46人）、の名前、年齢、世帯主との
関係が列記されている、父母の名前は記載なし。　・作右衛門56
才、父78才、とね女房51才等々。

竪
帳

1

303 ８９
Ｄ
４

嘉永２年３月３日
（１８４９年）・酉

宗門人別御改帳
○惣持院
●記載なし

惣持院檀家人数145人、男75人、女70人。

16頁

竪
帳

1 DVD4

304 １２１
Ｄ
４

嘉永３年３月３日
（１８５０年）・戌

宗門人別御改帳
○楞厳院
●千葉山御役所

楞厳院檀家人数89人、内、男45人、女44人。 虫喰い、癒着
竪
帳

1

305 １４７
Ｄ
４

嘉永３年３月３日
（１８５０年）・戌

宗門人別御改帳
○惣持院　名主：伊左衛門、組頭：甚助、他3名
●千葉山御役所

惣持院檀家人数150人、男80人、女70人。

16頁

竪
帳

1

分類：Ｄ－４  村制・戸口－戸口
№24

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

306 ９８３
Ｄ
４

嘉永３年３月３日
（１８５０年）・戌

宗門人別御改帳
○楞厳院
●記載なし

表紙のみ、明治4辛未年宗門人別御改帳千葉山両院。
竪
帳

5

307 ８５
Ｄ
４

嘉永４年３月３日
（１８５１年）・亥

宗門人別御改帳 駿州志太
郡

○千葉山 楞厳院
●千葉山御役所

楞厳院檀家人数89人、内、男46人、女43人。
虫喰いあり
11頁

竪
帳

1 DVD4

308 60
Ｄ
４

嘉永５年３月３日
（１８５２年）・子

宗門人別御改帳
○惣持院　名主：伊左衛門、組頭：甚助、外3人
●千葉山御役所

檀家数30軒、惣人数160人（男84人、女76人）とある。
竪
帳

1 DVD4

309 ２０７
Ｄ
４

嘉永５年３月３日
（１８５２年）・子

嘉永5子年3月3日 宗門人
別御改帳 千葉山楞厳院

○楞厳院
●千葉山御役所

楞厳院檀家人数87人、内、男44人、女43人、家数16軒。
竪
帳

1

310 ２５１
Ｄ
４

嘉永５年３月
（１８５２年）・壬子

覚
○駿州志太郡：千葉山智満寺
●御勘定所

寺中並びに門前百姓の人別改帳。惣人数247人。

2頁

竪
帳

1 DVD4

311 ９１
Ｄ
４

嘉永５年７月
（１８５２年）・壬子

人別改帳
○駿州志太郡：千葉山智満寺
●記載なし

智満寺の門前百姓檀家人数247人、内、男128人、女119人。

6頁

竪
帳

1 DVD4

312 １１３４
Ｄ
４

嘉永６年３月３日
（１８５３年）・丑

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院
●記載なし

表紙のみ、他に安政7年（楞厳院）、明治2年（両院）の物がある。 状 3

313 ２１
Ｄ
４

嘉永６年３月３日
（１８５３年）・丑

宗門人別御改帳 千葉山楞
厳院

○千葉山 楞厳院
●千葉山御役所

嘉永6年（1853年）3月3日付けの天台宗千葉山楞厳院に係る、宗
門人別御改帳にて、その惣人数89人（男44人、女45人）と記され
ている。

虫喰い甚だし
い

竪
帳

1 DVD4

314 ２２
Ｄ
４

嘉永６年３月３日
（１８５３年）・丑

宗門人別御改帳 千葉山惣
持院

○千葉山 惣持院
●千葉山御役所

惣持院の宗門人別帳にて、人数160人（男83人、女77人）、天台
宗惣持院旦那である。

竪
帳

1 DVD4

315 ６５
Ｄ
４

嘉永７年３月３日
（１８５４年）・寅

宗門人別御改帳
○惣持院㊞　名主：伊左衛門㊞、組頭：甚助㊞、
他3名
●千葉山御役所

天台宗惣持院旦那に係る宗門人別帳にて、惣人数160人（男87
人、女73人）である事確かである、若し異議あらば申し出よ、此の
場合拙寺並びに名主、組頭に於いて申出きっと申し訳、後日の
為宗門請判押して提出。

竪
帳

1 DVD4

316 ２２４
Ｄ
４

嘉永７年（３）月３日
（１８５４年）

宗門人別御改帳
○楞厳院
●記載なし

檀家惣人数89人、内、男43人、女46人。奥書に組頭甚助、他3
名、名主伊左衛門の署名、捺印あり。

11頁

竪
帳

1

317 １８３
Ｄ
４

安政２年３月３日
（１８５５年）

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持寺 名主：伊左衛門㊞、他、組頭4名
㊞
●千葉山御役所

天台宗惣持寺の檀那衆に係る、宗門人別御改帳にて、人員総数
156人、内、男85人、女71人、上記の通り相違無き旨差出し。

竪
帳

1

318 １３１
Ｄ
４

安政３年３月３日
（１８５６年）・辰

安政3辰年3月3日 宗門人別
御改帳 千葉山惣持院

○千葉山 惣持院
●記載なし

惣持院檀那160名が、各家ごと、年齢、名前等が記されている。
家数31軒、男88人、女72人。

封筒入り
竪
帳

1

319 １６３
Ｄ
４

安政３年３月３日
（１８５６年）・辰

宗門人別御改帳
○千葉山 楞厳院
●千葉山御役所

楞厳院檀那84人（男42人、女46人）の名前、年齢、世帯主との関
係が列記されている。　・天台宗 74才久四郎、23才 忰安五郎な
ど。

11頁

竪
帳

1

分類：Ｄ－４  村制・戸口－戸口
№25

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

320 ３４
Ｄ
４

安政４年３月３日
（１８５７年）・巳

宗門人別御改帳 安政四巳
年三月三日 千葉山楞厳院

○千葉山 楞厳院（表紙）
●記載なし

上記表題が記された袋のみ。 袋 1

321 ３５
Ｄ
４

安政４年３月３日
（１８５７年）・巳

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院
●千葉山御役所

惣人数164人（男91人、女73人）。代々天台宗の旦那に相違無
し。

竪
帳

1 DVD4

322 １１３
Ｄ
４

安政４年３月３日
（１８５７年）・丁巳

安政4丁巳年3月3日 写書 太
田備中守殿領人別帳之扣

○駿州志太郡：千葉山智満寺 寺中
●記載なし

人別帳作成のための「ひな型」。1、天台宗惣持院檀那 宇吉　1、
同宗門同断 女房　1、同宗同断 息子何吉　人数何人、内、男何
人、女何人。　特に切支丹宗門並びころび類族の者の訴人に留
意すること。

綴り 1

323 １３６
Ｄ
４

安政４年３月３日
（１８５７年）・巳

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院
●千葉山御役所

楞厳院の檀家人数92人、内、男43人、女49人。（惣持院が代印
か）

11頁

竪
帳

1

324 ５１
Ｄ
４

安政５年
（１８５８年）・午

宗門人別御改帳
○楞厳院㊞
●千葉山御役所

惣人数93人（男45人、女48人）。千葉山の御役所に提出した、楞
厳院の宗門人別帳。

11頁

竪
帳

1 DVD4

325 １３２
Ｄ
４

安政５年３月３日
（１８５８年）・午

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院
●千葉山御役所

檀家人数162人、内、男91人、女71人、家数29軒。

17頁

竪
帳

1 DVD4

326 １３９
Ｄ
４

安政６年３月３日
（１８５９年）・未

宗門人別御改帳
○千葉山 楞厳院㊞　名主：伊左衛門㊞、組頭：久
次郎㊞、他3名㊞
●千葉山御役所

天台宗楞厳院檀那衆に係る宗門人別御改帳にて、総人数96
人、内、男48人、女48人、拙寺並名主、組頭請印のうえ差上げ。

11頁

竪
帳

1

327 ８７
Ｄ
４

安政６年３月３日
（１８５９年）・未

宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院
●千葉山御役所

総人数162人、内、男89人、女73人。

17頁

竪
帳

1 DVD4

328 ２４３
Ｄ
４

安政７年
（１８６０年）・庚申

宗門人別御改帳
○千葉山 1惣持院
●千葉山御役所

惣持院旦那惣人数162人（男90人、女72人）の名前、年齢、関係
が列記されている。　例、繁蔵30才、父59才、母54才、女房しづ
27才 等。

17頁

綴り 1 DVD4

329 １１８
Ｄ
４

安政７年３月３日
（１８６０年）・申

宗門人別御改帳 千葉山楞
厳院

○千葉山 楞厳院㊞　名主：伊左衛門㊞、組頭：久
次郎㊞、他3名㊞
●千葉山御役所

天台宗楞厳院檀那衆に係る、宗門人別御改帳にて、総勢94人、
内、男49人、女45人、拙寺並に庄屋、組頭により差出す。

13頁

竪
帳

1

330 １６４
Ｄ
４

 万延２年□月３日
（１８６１年）・辛酉

宗門人別御改帳 □延2辛
○千葉山 惣持院
●千葉山御役所

檀家人数159人、内、男88人、女71人、家数26軒。
竪
帳

1

331 ２７
Ｄ
４

万延２年３月３日
（１８６１年）・酉

宗門人別御改帳
○千葉山 楞厳院
●千葉山御役所

万延2年3月3日付けの、天台宗千葉山智満寺に係る宗門人別御
改帳。惣人数92人（男49人、女44人）の記述となっている。　※元
本の総数92人については93人、男女別の内容については、元本
通りであるものと思われる。

竪
帳

1 DVD4

332 ２４８
Ｄ
４

文久２年３月３日
（１８６２年）・壬戌

文久2年 宗門人別御改帳
○千葉山 惣持院㊞　名主：伊左衛門㊞、組頭：久
次郎㊞、他3名㊞
●千葉山御役所

惣持院檀那151人、内、男85人、女66人、以上代々惣持院檀那
に紛れなく、若し御法度の者あれば・・・とある。

16頁

竪
帳

1

分類：Ｄ－４  村制・戸口－戸口
№26

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

333 ２７４
Ｄ
４

文久２年３月３日
（１８６２年）・壬戌

宗門人別御改帳 文久2壬戌
年3月3日 千葉山楞厳院

○楞厳院㊞　名主：伊左衛門㊞、組頭：久次郎
㊞、他3名㊞
●千葉山御役所

楞厳院檀那92人、内、男49人、女43人の名前、年齢、関係等が
各戸ごとに記されている。　・亀右衛門53才、母74才、よし 女房
50才等、名主伊左衛門、外、組頭4名の奥書がある。

10頁

竪
帳

1

334 ３２
Ｄ
４

文久３年３月３日
（１８６３年）・癸亥

宗門人別御改帳
○惣持院㊞
●千葉山御役所

惣人数152人（男84人、女68人）。千葉山の御役所に提出した、
惣持院の宗門人別帳。

竪
帳

1 DVD4

335 ３１
Ｄ
４

文久３年
（１８６３年）・癸亥

宗門人別御改帳
○楞厳院㊞
●千葉山御役所

惣人数86人（男46人、女40人）。千葉山の御役所に提出した、楞
厳院の宗門人別帳。

10頁

竪
帳

1 DVD4

336 ８３５
Ｄ
４

元治元年５月
（１８６４年）・甲子

元治元甲子年5月 人別改帳
駿州志太郡千葉山智満寺

○智満寺
●（御勘定所）

寺内惣人数、出家3人、俗4人、寺中2軒、門前百姓惣人数241人
（男130人、女111人）。 綴り 1

337 １０９
Ｄ
４

元治２年３月３日
（１８６５年）・丑

元治2年 宗門人別御改帳
千葉山惣持院

○千葉山 惣持院㊞　名主：伊左衛門㊞、組頭：伊
八㊞、他3名㊞
●千葉山御役所

天台宗惣持院檀那衆に係る宗門人別御改帳にて、総人数154
人、内、男89人、女65人、拙寺並名主、組頭請印のうえ差上。

15頁

竪
帳

1 DVD4

338 ５２
Ｄ
４

元治２年３月３日
（１８６５年）・乙丑

宗門人別御改帳
○楞厳院
●千葉山御役所

男44人、女46人。楞厳院が千葉山の御役所に提出した宗門人別
帳。

竪
帳

1 DVD4

339 ８５６
Ｄ
４

慶応３年３月３日
（１８６７年）・丁卯

慶応3年丁卯3月3日 宗門人
別御改帳

○楞厳院 組頭：伊八㊞、他3名㊞、名主：利兵衛
㊞
●千葉山御役所

天台宗楞厳院檀那惣人数87人、内、男43人、女44人、家数19
軒。 綴り 1

340 １８
Ｄ
４

慶応４年３月３日
（１８６８年）・辰

宗門人別御改帳 楞厳院
○楞厳院
●千葉山御役所

惣人数88人（男43人、女45人）。楞厳院が千葉山御役所に出し
た宗門人別帳。

竪
帳

1 DVD4

341 ８５４
Ｄ
４

（江戸）１１月６日 （宗旨證文につき）
○信解院慈□（花押）、住心院光滇（花押）
●智満寺

（前欠）宗旨證文、東叡山への差出しにつきふれる。
前欠文書
破損甚大 状 1

342 ３２１
Ｄ
４

明治２年３月３日
（１８６９年）・巳

宗門人別御改帳
○組頭：伊右衛門㊞、同断：丈助㊞、同断：七左衛
門㊞、名主：繁蔵㊞、同断：忠蔵㊞
●千葉山御役所

惣持院旦那157人、内、男86人、女71人。
竪
帳

1

343 ３２２
Ｄ
４

明治２年３月３日
（１８６９年）・巳

宗門人別御改帳
○組頭：伊右衛門㊞、同断：丈助㊞、同断：七左衛
門㊞、名主：繁蔵㊞、同断：忠蔵㊞
●千葉山御役所

楞厳院旦那85人、内、男41人、女44人。
竪
帳

1

３４４ ２４７
Ｄ
４

明治２年９月
（１８６９年）・巳

明治2巳年 山内百姓名改之
覚 9月

○東海衢 駿河国志太郡 千葉山浄刹院
●千葉山御役所

駿州志太郡千葉山浄刹院に係る山内の北谷、間東谷、中谷、西
谷の百姓（男性）30人の名前を改めた覚え。 勘兵衛改め勘作、
熊右衛門改め熊蔵などがある。

横
帳

1 DVD4

345 ３２３
Ｄ
４

明治３年３月３日
（１８７０年）・午

宗門人別御改帳
○組頭：平蔵㊞、同断：順蔵㊞、同断：民蔵㊞、当
番名主：忠蔵㊞、同断：岡次郎㊞
●千葉山御役所

惣持院旦那155人、内、男84人、女71人。
竪
帳

1

346 ２４
Ｄ
４

明治３年３月３日
（１８7０年）・午

宗門人別御改帳
○千葉山 楞厳院（表紙）
●記載なし

世帯14軒、人数87人（男43人、女44人）となっている。

9頁

竪
帳

1 DVD4

分類：Ｄ－４  村制・戸口－戸口
№27

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

347 ３４１
Ｄ
４

明治４年３月３日
（１８７１年）・辛未

宗門人別御改帳
○組頭：形蔵㊞、同断：順蔵㊞、同断：藤蔵㊞、名
主：忠蔵㊞、同断：岡次郎㊞
●千葉山御役所

惣持院旦那人数148人、内、男83人、女65人。
竪
帳

1

348 ３４２
Ｄ
４

明治４年３月３日
（１８７１年）・未

宗門人別御改帳
○組頭：形蔵㊞、同断：順蔵㊞、同断：藤蔵㊞、名
主：忠蔵㊞、同断：岡次郎㊞
●千葉山御役所

楞厳院良然 旦那86人、内、男46人、女42人。
竪
帳

1

349 ５９２
Ｄ
４

記載なし （宗門改帳）
○記載なし
●記載なし

虫喰いが甚だしく解読不能。宗門改帳並・・・之通寺社・・・黒田
豊前守・・・呼来信□院・・・土岐丹後守殿より・・・別紙書付・・・差
出候様御申渡候故翌三・・・別紙之通此方・・・住信院罷越・・・態
以飛札・・・（以下欠如）

虫喰い甚だし
い 状 1

350 ４４
Ｅ
１

文政２年８月
（１８１９年）・卯

甘蔗無作御届書
○駿州志太郡：千葉山智満寺
●御勘定所

甘蔗（薩摩芋）植付者に付いて田畑の面積、寺領及び製作等に
ついての寅年迄の1ヶ年限りの取調べに関する届書。

3頁

竪
帳

1 DVD4

351 ２５
Ｅ
１

嘉永２年３月
（１８４９年）・酉

千葉山 田林茶畑 扣帳
○記載なし
●記載なし

田畑の取米と耕作者の名前が記されている。
竪
帳

1 DVD4

352 １９０
Ｅ
１

慶応２年１０月
（１８６６年）・寅

寅年作徳米扣帳
○千葉山役所
●記載なし

大草村、落合、千葉山内の作人につき、作徳米を記す。

15頁

横
帳

1

353 ２３９
Ｅ
２

安政４年１２月
（１８５７年）・巳

大草田地散田取立帳
○千葉山地方役所
●記載なし

はじめに、伊三郎散田米、2口4俵1斗5升5合とあり、以下、小作
人毎に記す。

5頁

横
帳

1

354 １１９０
Ｅ
２

１０月～１２月 （散田帳）
○記載なし
●記載なし

（散田米定納、皆済の覚）、承認㊞付き。

7頁

横
帳

1

355 ４０
Ｅ
２

１１月
・戌

覚
○落合村 名主：三郎兵衛
●智満寺御役人

落合村の名主三郎兵衛より智満寺へ、寺所有の土地代、本田
分、4割8分4厘、新田分、3割2分6厘を前年と同様に送る。 状 1 DVD4

356 １１２４
Ｅ
２

記載なし （帳）
○記載なし
●記載なし

氏名、日付けと米の数量等が列記されている。　・忠右衛門、寅
10月20日 米2斗5升9合受取、　・市郎右衛門、寅11月20日 米1
俵2升4合受取　右皆済等。

7頁

横
帳

1

357 ４８４
Ｅ
４

文化１１年10月
（１８１４年）・戌

差上申一札之事
○御門前：善蔵㊞、尾川村庄屋：清蔵㊞
●千葉山御役所

相賀村百姓持高の内、買取榲木植位置、火元用心につき、代請
取利害心得違いにより、天明7年より50年季を当戌より10年季と
する。奥書に相賀村庄屋：官司㊞、落合村庄屋：六右衛門㊞、大
草村庄屋：條右衛門、野田村庄屋：佐次右衛門 名代助之丞㊞

状 1

358 ６６６
Ｅ
４

（江戸）１１月４日 もうそう竹御払につき
○嶋田：近藤重三郎
●千葉山御隠主

（前欠）、島田代官手代近藤より、孟宗竹8～9寸廻り2本、払下げ
につきやりとり。

前欠文書 状 1

分類：Ｄ－４  村制・戸口－戸口
№28

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ｅ－１  諸産業－農業

分類：Ｅ－２  諸産業－小作

分類：Ｅ－４  諸産業－林業



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

359 １２７１
Ｅ
４

（江戸）
境内竹三百本江戸上野送
り

○記載なし
●記載なし

後欠の為、差出受取不明。江戸上野へ竹300本を送るやりとり。 後欠文書 状 1

360 ２
Ｅ
８

（明治） 瓦受取覚
○（智満寺）
●記載なし

旧6月3日の瓦受取りの記から10月17日まで、瓦枚数と個人名を
列記。

横
帳

1

361 ３３６
Ｆ
１

嘉永２年１２月
（１８４９年）・酉

金銭出入扣 嘉永2酉年12月
より

○記載なし
●記載なし

土地代、米代、その他金銭出納の書上帳。
横
帳

1

362 ２５２
Ｆ
１

安政元年１２月
（１８５４年）・寅

出入扣帳
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、横半帳の扣帳（寅12月より卯5月末まで）、次に横帳の
扣（卯5月末より卯12月まで）、2冊を綴る。 綴り 1

363 ２５３
Ｆ
１

安政５年
（１８５８年）

安政五年午正月ゟ出入帳
○（智満寺）
●記載なし

正月よりの金銭出入を記す。

13頁

横
帳

1

364 １０２７
Ｆ
１

（文久３年）３月１９日
（１８６３年）・亥

記
○岡本伊作㊞
●智満寺

伊助、やよ、宇平の3人分の金子、金3分銭50文の受取り。 状 1

365 ２２９
Ｆ
１

慶応３年
（１８６７年）・丁卯

買入米扣帳
○（智満寺）
●記載なし

仕込酒用の買入米扣帳。

6頁

横
帳

1

366 ２１９
Ｆ
１

慶応４年
（１８６８年）・辰

覚（領収書）
○名主：利平、同断：豊蔵、同断：繁蔵
●千葉山御役所

杉木83本、代金41両2分ト銀7匁、内97匁引 残り40両也 等。 状 9

367 ２８２
Ｆ
１

（江戸）正月 覚
○（智満寺）
●記載なし

正月より12月までの人工145人とあり、2冊目、正月よりの記録4両
2分と175文の支払い。

横
帳
・
状

1

368 ８０９
Ｆ
１

（江戸）３月１７日
・未

覚
○岡部宿：きっかうや久平㊞
●記載なし

人足賃銭1貫800文、他、受取り〆て1貫900文。 状 1

369 ６６１
Ｆ
１

（江戸）６月１３日 品物の売買につき
○中上与八郎
●千葉山主

品物の売買に付き、やりとり、詳細は不明。 状 1

370 ６６５
Ｆ
１

（江戸）６月１４日 当節別而米穀高値につき
○記載なし
●記載なし

米穀高値にふれ、諸品同様に困却、云々。 状 1

371 ２７６
Ｆ
１

（江戸）７月５日 病中金銀宝珠入出之扣
○（智満寺）
●記載なし

金銀出入の記録。

16頁

横
帳

1

分類：Ｅ－４  諸産業－林業
№2９

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ｅ－８  諸産業－工業

分類：Ｆ－１  商業－一般



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

372 ９７８
Ｆ
１

（江戸）９月
・午

覚
○記載なし
●智満寺

□貫200文云々とある、領収書。 破損甚大 状 1

373 １１４１
Ｆ
１

（江戸）１２月１２日
・巳

覚
○駿州島田：糀屋㊞
●千葉山 千万寺

生酒5升7合入り、〆て500文請取。 状 1

374 ６６２
Ｆ
１

（江戸）窮猟月２９日
・巳

油引続取用につき
○記載なし
●記載なし

油引き続き取用につき、お礼と今後の借用向きの願い。 状 1

375 １９１
Ｆ
２

享保１８年１２月吉日
（１７３３年）・丑

米貸シ覚帳
○（智満寺）
●記載なし

借人ごとに借米高を記載、全て墨線にて抹消。上記帳面に、享
保19年12月20日の「寅年未進者覚帳」を綴る。もう一冊はＣ１に
該当するもの。

3頁宛

横
帳

2

376 ２４０
Ｆ
２

天明７年極月
（１７８７年）・丁未

拝借金受取覚
○千葉山 拝刹院役所
●記載なし

はじめに、12月16日 金3分1朱也 北谷分、以下3件記載。次に貸
覚として、嘉七 金2両。他、11件を記す。

3頁

横
帳

1

377 ７０
Ｆ
２

文化８年１２月
（１８１１年）・未

質物に相渡シ田地證文の
事

○尾川村田地渡主：兵右衛門、證人：由右衛門、
庄屋：宇兵衛
●千葉山：佐右衛門

田1反1畝28歩、分米1石5斗5升1合3勺を7年季売りにて、金5両
でお渡しする、年季明けに本金を返済した時は、相違無く返し願
う等、6点が綴られている。

6頁

竪
帳

1 DVD4

378 ６１
Ｆ
２

文化１２年１２月
（１８１５年）・亥

質物に相渡田地証文の事
○尾川村売主：宇兵衛、証人：伝左衛門、証人：清
佐衛門、組頭：兵右衛門
●千葉山村：源兵衛

当亥の年貢に差し詰り、書面の金子を借用、質物として上田2反9
畝、分米2石6斗2升9合。年季は来る子年より午年迄7年季、年季
明けに事金5両返済の時は本田を返す。以下、文化5、8、12年、
文政2年、享保3年、寛政11年等の田地証文がある。

16頁

竪
帳

1 DVD4

379 ２１７
Ｆ
２

文化１４年１１月
（１８１７年）・丑

祠堂金貸付覚帳
○千葉山惣持院（表紙）
●記載なし

寺の祠堂（位牌堂）にまつってある先祖の供養料金の貸付帳に
て、借主、受人、金額等が明記されている。 18頁（空白9

頁）

竪
帳

1

380 ３９３
Ｆ
２

天保３年３月朔日
（１８３２年）・壬辰

萬人講
○記載なし
●記載なし

帳面全体が貼り付き、開閉不可能。

18頁

竪
帳

1

381 １７５
Ｆ
２

嘉永４年１２月
（１８５１年）

金銀米銭貸出扣
○（智満寺）
●記載なし

智満寺が村人達に貸し付けた金銀米銭の扣。

6頁

横
帳

1

382 ９４５
Ｆ
２

嘉永４年
（１８５１年）

亥九月改貸金扣帳
○記載なし
●記載なし

嘉永4年に於ける貸金改扣帳にて、当該者名及び貸金、利息等
が列記されている。

横
帳

1

383 ５２９
Ｆ
２

安政２年１２月
（１８５５年）・卯

駿州智満寺積立金帳
○青龍院
●駿州：智満寺

智満寺祠堂料預り金、元利共の證文。安政2年卯より同3年辰ま
で。

横
半
帳

1

384 ２７９
Ｆ
２

安政４年１１月１７日
（１８５７年）

公儀御触写
○豆州 三島宮神主：矢田部式部
●千葉山役所

古金銀の通用停止につき、当辰（1856）年10月迄に引き替えるよ
う去る卯（1855）年に触れを出したが、今もってなされず残金があ
る。10月までに引き替える様にする事、等々が記されている。

5頁

竪
帳

1

分類：Ｆ－１  商業－一般
№３０

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ｆ－２  商業－金融



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

385 ６７
Ｆ
２

慶応４年１０月１０日
（１８６８年）・辰

慶応4年10月10日 貸出金取
立役人

○記載なし
●記載なし

大草、千葉山、相賀など各村々の、お金を借りた人々の名前と金
額等が書かれている。

18頁

竪
帳

1

386 １０３９
Ｆ
２

（江戸）４月２２日 覚
○藤枝長楽寺丁 増田屋松五郎
●記載なし（上）

金2分の受納書。 状 1

387 ２８９
Ｆ
２

（江戸）１０月４日
・戌

（金銀出入帳）
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、戌年10月4日、伝七払 金1両2分 内渡しとあり、以下、
同様の出入り記載。前欠、御年玉包紙の再利用。

前欠文書
24頁

横
帳

1

388 １１５０
Ｆ
２

（江戸）１２月２６日
・未

一老様へ勘定に付き
○大草村（以下 欠）
●千葉山

11月21日 金11両、一老様へ勘定。利足勘定、村入用差引
共・・・。後半部分が欠損している。

後欠文書 状 1

389 ２３７
Ｆ
２

（江戸）１２月
・丑

金銭出入帳
○（智満寺）
●記載なし

丑12月より寅とある。はじめに3尺板19枚、370文宛 猪左衛門とあ
る。以下、諸費支払いの記述。

44頁

横
帳

1

390 ６８８
Ｆ
２

（江戸） 金銭借用につき
○記載なし
●記載なし

金銭借用について、近来稀なる穀高に付き、応じかねる旨のやり
とり。後半部分が欠損している。

後欠文書 状 1

391 ７２
Ｆ
２

（江戸） 親子相続講
○（智満寺）
●（講加入者）

はじめに「戌初会 一金60両也」とある、末尾「丑30会」まで、年1
回開講。会毎に「内金」として、落札状況等を記す。

17頁

竪
帳

1

392 ２６２
Ｆ
２

（江戸） （講金支払）
○駿州：千葉山御役所
●記載なし

はじめに金20両、内金1両初会入用とある。「免割勘定帳」を再利
用。

7頁

横
帳

1

393 １３
Ｆ
２

（江戸）
寅年ゟ当巳十二月迄貸方
上納方扣

○（智満寺）
●記載なし

年次不明、金銭貸借の記録。
横
帳

1

394 １５
Ｆ
２

（江戸）
丑十二月ゟ寅年（寅正月
ゟ貸借扣）

○智満寺
●記載なし

丑12月よりの金銭貸借扣、年次は欠。他に3冊及び破本。

横
帳
・
状

1

395 １１７５
Ｆ
２

１月１２日 覚（領収書）
○落合村：廣田五平㊞
●千葉山 智満寺

一金70両也、利金7両 酉7月15日 内金15両請取、引而 金55両
利金2両3分 利合金2両3分、一金15両取かへ 内金9両3分利足
金、引而 金5両1分返し。

状 1

396 ５２７
Ｆ
２

４月４日 覚
○安楽寺
●千葉山旦那

金2両 一旧冬（前年未の冬）拝借分、内、一部事前に返済引而
金子を除き、残金1両1分2朱、銭6文返納とする借金返済の覚。 状 1

397 ４６
Ｆ
２

記載なし 田地證文写
○尾川村田地主：清蔵、證人：吉三郎、庄屋：政右
衛門
●千葉村：友吉

質物に相渡し田地證文之事。年貢に差詰り金4両借用、質物とし
て上田1反1畝14歩を渡す。

15頁

竪
帳

1

398 ９４６
Ｆ
２

記載なし （日常雑貨等支払簿）
○千葉山
●記載なし

内容面から、江戸期の金銭出納簿思われる。月日・金額・内容が
列記されている。4月8日入金2朱、藤枝白子、小西より初尾・・・
等。

横
帳

1

分類：Ｆ－２  商業－金融
№３１

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

399 １３８２
Ｆ
２

明治２年１０月
（１８６９年）・己巳

貸附取立帳
○千葉山内：名主取締預
●記載なし

覚として貸付金銭の取立記録。表紙右上に朱字「12号」とある。

16頁

竪
帳

1

400 ２２６
Ｆ
２

（明治２年）
（１８６９年）

出金覚
○（智満寺）
●記載なし

明治2巳12月24日からはじめ、翌3年7月迄の記載あり、上記の
他、明治3年2月の「葉梨送諸色留帳」を綴る。

出金覚5頁
葉梨・・9頁

横
帳

2

401 ２４５
Ｆ
２

明治５年３月１４日
（１８７２年）

萬人講　世話人
○世話人
●記載なし

萬人講の世話人が出した、講の掛金とその出資者名が記されて
いる。

16頁

横
帳

1

402 ６０１
Ｆ
２

明治７年
（１８７４年）・戌

覚
○当山：岡村甚兵衛㊞
●当山：智満寺

金30両證文の内、元金15両を請取。 状 1

403 ７１４
Ｆ
２

１０月２３日
・申

（拝借金延納願い）
○清蔵
●千葉山旦那

御山祠堂金拝借返納の事につき、更に来る3月まで延納させて
欲しいとの状。 状 1

404 １９６
Ｆ
２

記載なし
戌・亥・子10月より丑・寅3ヶ
年取調帳

○平吉（表紙）
●記載なし

平七、清右衛門、市助への貸金の返済方法について、詳細に記
載されている。

16頁

横
半
帳

1

405 １３５８
Ｆ
２

記載なし （金銭貸借の覚）
○記載なし
●記載なし

略 状 1

406 ５９４
Ｇ
１

１２月１５日
・巳

覚
○伊奈半左衛門、小川東蔵、永田佐吉
●品川町：油屋権左衛門、文蔵

駿州千葉山智満寺へ赴く用事あり、それで馬1疋、人足2人を滞り
なく仕立てて欲しい、この事川崎、神奈川保土ヶ谷宿まで申し通
して欲しいとする、公儀からの御達。

状 1 DVD4

407 ３７
Ｇ
３

１２月
・午

覚
○日光 准后宮御門：小松修理
●品川より駿州まで宿々問屋

本馬1疋、駿州の智満寺へ帰るため、道中遅滞無く差出すようお
世話を給わりたい、尤も賃銭は支払い通りに。

包紙入 状 1

408 ３８
Ｇ
４

１２月７日
・酉

覚（早便賃）
○島田宿：野田屋六左衛門
●智満寺

御状1通、184文を添えて送る。封印のまま、確かに請取り、間違
いなく御届ける。 状 1

409 ３５５
Ｈ
２

寛政５年９月１９日
（１７９３年）・癸丑

（公儀御触書写）
○嶋田御役所
●智満寺

東海道筋4川（大井川、天竜川、安倍川、冨士川）、信州2川（千
曲川、犀川）の御普請には、高100石に付き、銀29匁8分を11月
10日迄に上納すること、等々。

15頁

竪
帳

1

410 ２６４
Ｈ
２

享和元年３月
（１８０１年）

駿洲千葉山智満寺坂道修
補慕□

○記載なし
●記載なし

虫喰がひどく坂道補修の内容はわからず。 虫喰いひどい
竪
帳

1

分類：Ｆ－２  商業－金融
№３２

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ｇ－１  交通・通信－宿駅

分類：Ｇ－３  交通・通信－通行

分類：Ｇ－４  交通・通信－通信

分類：Ｈ－２  水利・土木－土木



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

411 ８１４
Ｈ
２

享和元年３月
（１８０１年）

駿洲千葉山智満寺坂道修
補

○神尾村：孫左衛門
●不明（虫喰）

各小坂の修繕のため、各村々より人工を出したものかと思われる
が、虫喰いがひどく判読できない。

虫喰いひどい
8頁

竪
帳

1

412 ６８５
ｉ
１

寛政４年４月２０日
（１７９２年）・子

公儀御触書写
○（久能山 徳音院）
●記載なし

近年、風水害等により損傷した朱印地の本堂、山門、鳥居等の
坪数・絵図を認め、来る8月中に間違いなく龍王院方へ差出すよ
うにとの触書の写し。

状 2

413 １
Ｊ
１

（江戸） 地理往来
○記載なし
●記載なし

日本地理の往来本。
版
元

1

414 １３８
Ｊ
１

記載なし 千葉山 西谷
○記載なし
●記載なし

「四教集解標指鈔・・・」とあることから、経典の一部と思われる。数
ページ以降は「灘波軍記実録大全 巻之四」とあり、片桐市正下
向に付き・・とあることから大坂の陣当時の事を記した書物と思わ
れる。

冊
子

1

415 ７８９
Ｋ
１

慶長１５年閏２月吉
日
（１６１０年）・庚戌

棟札の写
○（駿州志太郡千葉山 智満寺）
●記載なし

表面  権現公様御側女中御造立 千手観世音28部衆 慶長15庚
戌年閏2月吉日 駿州志太郡千葉山智満寺、　裏面　御願寺御山
武家冥加 国中第一開運出世霊場、と記されている。

状 1 DVD4

416 ６
Ｋ
１

享保６年
（１７２１年）

（癒着開封不能のため不
明）

○記載なし
●記載なし

奥書に書写人の記あり、その中に享保6年林鐘中旬とある。
虫損、癒着開
封不能

竪
帳

1

417 ２９３
Ｋ
１

享保８年
（１７２３年）・癸卯

覚
○智満寺
●住心院法印、信解院法印、他

智満寺と住心院法印、他、とのやりとり。

10頁

横
帳

1

418 ３７８
Ｋ
１

享保１１年９月吉日
（１７２６年）・午

千葉山智満寺什物帳
○智満寺住寺：純傭
●記載なし

新調什物の内、御朱印挟箱はじめ、日常寺にて使用する物が多
岐にわたり数量と共に記されている。

17頁

横
帳

1

419 ４１３
Ｋ
１

享保１２年正月
（１７２７年）・丁未

（湯屋権現振舞役のこと）
○記載なし
●記載なし

山内、湯屋権現（観音堂）、振舞役人達の年中行事の様子が記
されている。

6頁

綴り 1 DVD4

420 ５５３
Ｋ
１

享保１９年３月１２日
（１７３４年）

（智満寺領百姓祭礼勤に
つき）

○願王院正純（花押）、覚□院□□（花押）
●駿州智満寺

寺領百姓、順番に4月、5月、9月の祭礼、3人で勤め、1人金2両、
今年より10年間、2両余り差出し、金1両祭礼へ、残り1両につきや
りとり。

状 1

421 ５９５
Ｋ
１

元文３年
（１７３８年）・午

（元文3年本尊江戸開帳に
つき）

○千葉山学頭
●記載なし

元文3年、本尊江戸開帳についてやりとり。6月22日より7月9日
迄、公儀お城にて開帳。 状 1

422 １２４５
Ｋ
１

寛保３年５月５日
（１７４３年）・亥

戒名
○（智満寺）
●記載なし

中谷権右衛門、同妻の戒名。 状 1

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

分類：Ｈ－２  水利・土木－土木
№３３

数
量

分類：ｉ－１  災害・救恤－災害

分類：Ｊ－１  教育・文化－教育

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教

通し番号 文書番号



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

423 ２０５
Ｋ
１

延享２年１２月
（１７４５年）・丑

御代替例書写
○記載なし
●記載なし

例書として、常憲院様 御代替の節、十帖1本献上御禮申上時腹
二拝領、丈照院様 御代替の節、・・・とあり。

12頁

竪
帳

1

424 ８６
Ｋ
１

延享３年４月
（１７４６年）・寅

以口上書奉願候
○智満寺
●覚王院法印、信解院法印　　（経由 奉行所）

寺領内百姓60軒の者困窮につき、千手観音、山王権現への寄
附をお願いしたい。この奉行所への願書に覚王院、信解院法印
の添状を依頼した。

状 1 DVD4

425 ２８４
Ｋ
１

寛延２年８月
（１７４９年）・巳

大般若経勧進牒
○記載なし
●記載なし

大般若経を再興したいが資金不足、資財の多少に拘らず、写経
して法名を表に記して勧進することを願いたい。鳥目523文 伊太
村有志、同200文 佐野六太夫、計723文。

竪
帳

1

426 １２５４
Ｋ
１

宝暦５年３月
（１７５５年）・亥

乍恐書付以願上申候御事
○（智満寺）
●記載なし

寺住職仰せつけられ、智満寺諸堂普請につき願い上げ。 虫損甚大 状 1

427 ９８
Ｋ
１

宝暦６年正月
（１７５６年）・丙子

宝暦6年丙子正月 天台宗門
御改帳 駿州志太郡千葉山寺
中 楞厳院

○駿州志太郡：千葉山寺中 楞厳院
●智満寺敦周法印

天台宗楞厳院の檀徒名を列記、戸主の下に㊞がある。

12頁

竪
帳

1 DVD4

428 １７１
Ｋ
１

明和９年１０月１５日
（１７７２年）・辰

敦周新調什物帳面仕
○（智満寺敦周第子、諦誠房）
●記載なし

寺中、汁物、新調書物の書上げ。

6頁

横
帳

1

429 ６８３
Ｋ
１

安永２年正月
（１７７３年）・巳

公用回章記 従安永2年正月
至安永9年極月㊞

○第1巻目 千葉山 智満寺第47世亮運代
●記載なし

駿河国の主たる寺院10寺の回章状。久能山徳音院を始め、駿東
郡の天泉寺までの各寺院の書状が記されている。

虫喰い多し
53頁

竪
帳

1

430 ８９１
Ｋ
１

安永２年３月
（１７７３年）・癸巳

寺請状之事
○大草村：慶寿寺㊞
●千葉山 智満寺

大草村住人勘助、代々律宗当寺旦那のところ、36年以前智満寺
旦那となり、この度慶寿寺旦那を願う。 状 1

431 ４１４
Ｋ
１

安永２年
（１７７３年）・癸巳

当山住職中建立並修復記
安永2癸巳年ヨリ至寛政8丙辰
年12月

○千葉山 智満寺現住亮運私記（表紙） 第壱巻目
●記載なし

建立に必要な資材を全て書上げたもの。 状 1

432 １３８７
Ｋ
１

安永２年
（１７７３年）・巳

本堂並諸堂山王社寺院其
外修復建立記

○千葉山 智満寺現住亮運
●記載なし

はじめに本堂修復入用を記し、以下、諸堂入用を記す。墨線に
て抹消部分あり。

虫損甚大
9頁

竪
帳

1

433 ４７５
Ｋ
１

天明４年４月吉祥日
（１７８４年）・辰

萬人講勧化帳（奉加帳）
○智満寺
●施主：大草村永井八十左衛門 他数十名

智満寺の開山、光仁天皇の勅願によって建立された等々の由来
が記されている。源頼朝や徳川家康の名も見られる。寄進者大
草村永井八十左衛門をはじめとして、多くの施主名が記された奉
加帳である。

12頁

竪
帳

1

434 ６９
Ｋ
１

天明４年４月吉祥日
（１７８４年）・甲辰

萬人講勧進帳 天明4甲辰年
四月吉祥日 千葉山智満寺

○駿州志太郡：千葉山浄利院智満寺 時之願主亮
運㊞
●記載なし

家康公が駿府在城の時、諸仏等再興の寄進があったが、その
後、諸霊仏等が殊の外破壊した。修繕を加えようとするが貧窮無
福の身で修繕は至難である。厄難諸病を払うためにも勧進を願
いたい、等々の文言が見られる。

15頁

竪
帳

1 DVD4

435 ２０３
Ｋ
１

天明５年初春
（１７８５年）・乙巳

御改正服忌令
○千葉山 惣持院
●亮運法印之代改之

服忌令、様々な穢れを落とす為の日数が書かれている。鹿、猿、
キツネ、猪、犬を食べても70日の忌。

汚れ、虫喰い
傷み激しい
15頁

竪
帳

1 DVD4

形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№３４

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

436 １１１
Ｋ
１

天明８年９月
（１７８８年）・申

千手観音御供米施主帳 天
明8申歳九月吉辰 千葉山智
満寺

○智満寺
●村々名主衆、施主方衆

智満寺より名主衆、施主衆へ御供米袋の願い、地名と施主名、
御供米袋の枚数が記されている。

115頁

竪
帳

1 DVD4

437 ８４
Ｋ
１

寛政元年３月２８日
（１７８９年）・酉

寛政元己酉年千葉山開帳諸
色出入正帳 2月24日ゟ3月
12日閉帳 智満寺亮運代

○（智満寺）
●（檀徒各位）

開帳諸入用帳。惣辻出方〆金20両2分2朱、銭486文、差引残り5
両1分、銭1,157文。開帳終了後、郷中、家別に供物、関係役人
に酒、夕飯を振舞う。

11頁

竪
帳

1 DVD4

438 ２３２
Ｋ
１

寛政２年
（１７９０年）・戌

院内建物覚
○駿州：千葉山 智満寺
●記載なし

智満寺の建物19ヶ所、坪数318坪、3勺4才の詳細を記録した文
書。観音堂をはじめ物置までの大きさと坪数が記されている。こ
れは、寛政2年に書上げたものを明治3年に提出か。

5頁

竪
帳

1 DVD4

439 ３５６
Ｋ
１

寛政３年８月
（１７９１年）・亥

千葉山境内絵図面書上案
文並證文之事 三役境論願
之事 滝澤境争論之事 智満
寺記録亮運記

○智満寺
●記載なし

千葉山智満寺の返還等に付いて記される。　・源頼朝公の御建
立、光仁天皇の勅願所で繁栄していた、中頃より寺領等減じ、43
石2斗7合の御朱印を東照権現様より下され・・　・境内は36町1里
四方、内、13町は境内、その外は山林を記す。

竪
帳

1 DVD4

440 １６
Ｋ
１

寛政４年
（１７９２年）・子

西国第7番札所 大和国岡寺
再建寄進帳 寛政4年

○岡寺 龍蓋寺
●勧化所 世話人

本堂再建寄進の願文。安永9年、岡寺より出された本堂再建寄進
について賛同する文書。

竪
帳

1 DVD4

441 １０３８
Ｋ
１

寛政５年２月吉日
（１７９３年）・丑

山門延暦寺並日光山寺坊
記

○東叡山青龍院内：河内新茶
●記載なし

延暦寺、日光山の寺坊の記録。
癒着甚大、開
封不可

横
半
帳

1

442 １３７２
Ｋ
１

寛政９年極月
（１７９７年）・丁巳

本堂葺替諸入用払帳 他
○千葉山 智満寺役人
●（智満寺）

標題の他、本堂普請支度用意帳、本堂□棟新規仕様帳を含む。

14頁

竪
帳

1 DVD4

443 ４５０
Ｋ
１

寛政１１年７月９日
（１７９９年）・未

本堂御坂石雁木寄立帳
○駿州千葉山浄利院智満寺 現住：亮運代（裏表
紙）
●記載なし

千葉山本堂御坂石普請に係る寄附金の覚帳にて、寄附人及び
団体名の記載と寄付額が列記されている、これに係る合計額の
記載は無い。

9頁

竪
帳

1

444 ２９２
Ｋ
１

享和元年７月２８日
（１８０１年）・酉

御坂建立勧化帳出扣
○千葉山浄利院知事
●記載なし

浄利院が智満寺坂道の修補の為、般若経の写経を各村々に
願った際の記録文書と思われる。三度屋甚四郎7冊を始め、各村
が1冊ずつ勧化している。

ページ開封
不能

竪
帳

1

445 １６６
Ｋ
１

享和２年３月３日
（１８０２年）・壬戌

享和2壬戌 宗門人別御改帳
駿州志太郡千葉山 楞厳院

○楞厳院
●智満寺法印

楞厳院檀那95人、男43人、女52人、家数20軒、各家ごと名前と
年令が記されている。

竪
帳

1

446 ５５９
Ｋ
１

享和３年６月
（１８０３年）・亥

（書上）
○組頭：七左衛門㊞、他7名　名主：甚左衛門㊞
●地頭御役人衆中

前欠のため、何の書き上げか不明。 前欠文書 状 1

447 ７１０
Ｋ
１

文化７年２月
（１８１０年）・午

乍恐以書附奉願上候
○御門前親類組頭 同組合：芳右衛門㊞、藤五郎
㊞
●千葉山御役所

久五郎、7年以前に欠け落ちし行方不明、親類相談の上、人別
帳より除外して欲しい。御門前庄屋の甚左衛門の奥書が有る。 状 1

448 ４９４
Ｋ
１

文化７年１２月４日
（１８１０年）・庚午

天台宗新得度者
○青龍院大僧都法印 大阿闍梨：亮如
●亮勝

亮勝、11才に係る天台宗への出家を認めた公認文書、剃髪師
青龍院大僧都法印 大阿闍梨亮如の名がある。

包紙有り 状 1

形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№３５

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

449 １２７９
Ｋ
１

文化７年極月
（１８１０年）・午

乍恐書附を以奉願上候
○千葉山門前百姓：市右衛門㊞、他連名
●東光寺役人、法華寺役人

智満寺諸堂社、建物数多あり、修復に付き対応のやりとり。以下、
文化7年極月、同8年6月の文書下書き有り。 状 4

450 ５５２
Ｋ
１

文化８年３月
（１８１１年）・未

書付を以御届申上候
○組頭：定吉、由右衛門、孫平次、伴蔵
●千葉山役所

千葉山の山林に於ける伐木に付き、心得違いあり、その内済。代
金2分2朱300文にて本堂山の内に苗木1,300本植え付ける。 状 1

451 ６３４
Ｋ
１

文化８年極月
（１８１１年）・未

乍恐書附を以奉願上候
○千葉山門前百姓：平右衛門㊞、他50名
●東光寺御役人、法華寺御役人

智満寺諸堂修復に付き、山林立木代金は祠堂金にて対応云々、
苗木家割に100本ずつ植付。 状 1

452 ４９２
Ｋ
１

文化９年極月１６日
（１８１２年）・壬申

覚
○御門前：伴蔵㊞、善四郎㊞
●千葉山御役所

銭2貫800文、御本院屋根下の繕、手間代として請取り。 状 1

453 １３７３
Ｋ
１

文化１２年３月８日
（１８１５年）

（文化12年東照大権現二
百回忌につき）

○（智満寺）
●記載なし

文化12年3月8日出立、12日東叡山青龍院着、以下、日光への
道中、回忌諸賄の記。

14頁

竪
帳

1

454 ２６
Ｋ
１

文化１４年５月
（１８１７年）・丑

焼失再建八会講仕様帳
○相賀村 養徳寺（表紙）
●記載なし

養徳寺焼失に付き、再建の為の八会講。相賀村世話人五郎右
衛門始め、8名の世話人の名前が書かれている。

6頁

竪
帳

1 DVD4

455 ２０１
Ｋ
１

文化１４年６月
（１８１７年）・丑

正覚寺修復建立仕様帳
○世話人
●記載なし

正覚寺本堂等大破による、修復工事の為の檀那衆へのお願い
及び工事費用等の仕様帳。檀那衆8人、世話人5人、残金預人1
人。

6頁

竪
帳

1 DVD4

456 ２０８
Ｋ
１

文化１４年霜月
（１８１７年）・丑

祠堂金備シ附覚帳
○千葉山惣持院
●記載なし

先祖の供養料の奉納者が記されている。

6頁

竪
帳

1

457 ５６６
Ｋ
１

文化１５年４月８日
（１８１８年）・寅

文化15寅年 東叡山御回章
写4月8日

○東叡山寛永寺
●東光寺

寛永寺よりの御回章を、4月8日東光寺から順達。宮様への年頭、
その他献上物は寛政年中のお触れもあったが、近来猥りになり
献上物の数も違う寺院も見られ、不埒の至りである旨を心得、お
ざなりにならない様に献上する事。等々、寺院の不勤を戒める。
この廻文に加印して青龍院まで戻す事。（東光寺→龍王院→信
解院）

5頁

竪
帳

1 DVD4

458 ２６１
Ｋ
１

文政元年夏
（１８１８年）

神国 身血志留邉
○浅草金龍山 莅翁逑
●記載なし

神道を志す者の必読書として発行されたもの、神祇管領長上吉
田二位殿学士、藤原重春の奥書がある。

木版印刷本
9頁

竪
帳

1 DVD4

459 １９２
Ｋ
１

文政７年７月
（１８２４年）・申

祠堂手当積金□仕請議定
帳

○記載なし
●記載なし

智満寺の祠堂（位牌堂か）を建替える為の積立金扣。文政7年3
月に始め、その初会より29会目までの積立金が記されている。出
金計651両2朱、祠堂積金についての議定が後半に記されてい
る。

20頁

竪
帳

1

460 ６９０
Ｋ
１

文政７年７月
（１８２４年）・申

乍恐以書付奉願上候
○駿州志太郡葉梨谷村安楽寺、外2名
●法印

私共の寺は極貧寺にて、寺の修復もままならない、有縁の者の寄
附勧進や貸付金をお願いし、寺院の修復を願いたい。

包紙あり 状 1

461 ２８
Ｋ
１

文政７年８月
（１８２４年）

駿州千葉山智満寺坂道修
補□□

○（千葉山権大僧都：亮湛潼）、世話人：瀧沢村
瀬右衛門、同：大草村 条助
●記載なし

山道、坂道補修についての由緒書。
享和元年3月
木版印刷

竪
帳

1

形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№3６

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

462 ２３８
Ｋ
１

文政７年
（１８２４年）・甲申

悉雲字母
○赤城沙門訓真辨謹書
●記載なし

梵字の教科書の様なもの。

17頁

竪
帳

1

463 ２９５
Ｋ
１

文政８年
（１８２５年）・酉

駿州千葉山智満寺坂道修
補慕疏

○千葉山権大僧都：亮湛
●記載なし

千葉山智満寺に通ずる坂道を修補する為、各村の世話人を通じ
て願った際の記録文書と思われる。

6頁

竪
帳

1

464 １７
Ｋ
１

天保２年正月
（１８３１年）・卯

融通念佛勧進帳
○当山48世：大阿闍梨 亮湛
●島田宿5丁目：専蔵 他多数

極楽世界に往生するために念仏をする必要あり、さらに寺の修繕
などの必要があり、檀家の人々に金品を募り、集金の趣旨を記し
た文書。

竪
帳

1 DVD4

465 １７４
Ｋ
１

天保２年正月
（１８３１年）・卯

融通念仏勧進帳
○法印権大僧都大阿闍梨：亮湛㊞（裏表紙）
●記載なし

念仏を唱える事は極楽に通じ、悪を送る人は恐ろしい鬼が火車
で攻め来る、・・・・・・・とある。

4頁

竪
帳

1

466 ２５０
Ｋ
１

天保３年３月１日
（１８３２年）・辰

開帳奉納帳
○知事（表紙）
●記載なし

嶋田宿・藤枝宿・源助村、他、近郷村々よりの金品奉納の書上
げ。合計、金2両3朱、銭39貫575文、米2斗5升3合。

竪
帳

1

467 ３９
Ｋ
１

天保６年２月
（１８３５年）・未

添簡
○智満寺
●龍王院法印、仏頂院法印

千葉山楞厳院に付いて、仏法に縁のある僧侶であるので、檀家
一同帰依し、依って添簡する。 状 1

468 ３７９
Ｋ
１

天保８年５月
（１８３７年）・酉

公儀御代替御触書写
○駿州：千葉山智満寺
●記載なし

公儀から寺々への御触れ。東叡山（寛永寺）から発せられ府中の
惣持院へ、そこから龍王院にもたらされた廻状が千葉山智満寺
に届けられた。将軍代替りの時に寺社より御礼の進物のこと等が
記されている。この廻状は留めの寺社より府中の龍王院に返戻さ
れる。 4頁

竪
帳

1 DVD4

469 ４６８
Ｋ
１

天保１１年３月１５日
（１８４０年）・子

東叡山御触書之写 千葉山
智満寺

○千葉山 智満寺（表紙）
●記載なし

東叡山寛永寺の末寺の守るべき事（改年時の諸事改方、帳外の
者の門徒立て禁止、寛永寺の帳外者の推参は厳禁、）等、7ヶ条
に亘って記載されている、いかし、新規なものはなく、前々通りの
もの。この触れを廻状にして通達したもの。

5頁

竪
帳

1 DVD4

470 １２３
Ｋ
１

天保１１年極月３日
（１８４０年）・子

東下 御用草 天保11子年極
月3日

○（智満寺）玉本
●記載なし

別紙の通り、寺社奉行所より通達あり、支配下の寺院にその旨を
触れる事。寺院の朱印並び除地寄付地、山林、池沼地、2尺廻り
の木数等を明細に書くこと。更に古来よりの縁記や代々の住職等
を紙面にて、来る丑年6月中迄に龍王院に差出す事。

綴り 1 DVD4

471 ２０
Ｋ
１

天保１２年６月
（１８４１年）・丑

分限帳扣 天保12丑年6月 駿
州志太郡葉梨谷 安楽寺

○駿州志太郡葉梨谷 安楽寺：義勝
●龍王院法印、功徳院法印

安楽寺所有の土地（山林含む）や諸堂等詳細に記されている。
仁王門、薬師堂、稲荷明神、拝殿、客殿等。

竪
帳

1 DVD4

472 ４９５
Ｋ
１

天保１３年３月
（１８４２年）・寅

乍恐以書付奉願上候
○半蔵㊞、組合：重蔵印、以下4名（奥書に伴蔵
㊞、源四郎㊞、以下6名の名前あり）
●千葉山御役所

去る寛政年中、先代亮運法印代、本堂表坂、石垣共再建のこと、
引続く凶作、山主代替延引に付き、3ヶ年間差延しを許容された
い。

状 1

473 ８６３
Ｋ
１

天保１３年１２月６日
（１８４２年）・寅

天保13年寅12月6日 東叡山
御回章 千葉山智満寺

○千葉山 智満寺（表紙）
●記載なし

12月6日、東叡山からの寺社管理のあり方に付いての触れ書き。 綴り 1

474 ８１１
Ｋ
１

天保１３年１２月
（１８４２年）・寅

乍恐以書付奉願上候
○惣持院旦方惣代：菅右衛門㊞、他3名、楞厳院
旦方惣代：伴蔵㊞、他2名
●当山御役所

両寺無住につき、取り決めを願う。 包紙入り 状 1

形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№37

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

475 １６１
Ｋ
１

天保１４年
（１８４３年）・卯

東叡山御廻章写並公儀御
触書写

○（智満寺）
●記載なし

資料中に「天保14卯年之御振合見合」云々とある。

3頁

竪
帳

1

476 １３７１
Ｋ
１

（天保） 駿河国天台宗
○（智満寺）
●（智満寺）

はじめに、「公儀御触書之写」あり。

13頁

竪
帳

1

477 ８０５
Ｋ
１

弘化２年正月
（１８４５年）

施無畏者石像建立施主名
前簿

○葊倚松居士識
●智満寺

33所観音石像建立の施主名を列記、信州、三州の僧の他、地元
（野田、落合、相賀、八幡、島田、大津）等の村名、人名がみえ
る。部分、金額を記す。

9頁

竪
帳

1 DVD4

478 １８８
Ｋ
１

弘化２年
（１８４５年）・巳

弘化2巳年 大段観音堂請払
帳

○御門前：清左衛門、与左衛門
●千葉山御役所

観音堂建立の請払帳。観化金・諸掛り・仙手間・木挽手間、他、
立前諸掛（木材・大工手間）等々、2口合せ金5両ト483文となって
いる。

竪
帳

1

479 ４５５
Ｋ
１

嘉永７年
（１８５４年）・申寅

他所賃金控
○記載なし
●記載なし

本陣青嶋一金30両、嶋田伝次一金1両など、智満寺が有力者に
貸金をした記録簿。50両瀬右衛門の記録もある。

9頁

横
半
帳

1

480 ４５７
Ｋ
１

嘉永７年
（１８５４年）・寅

元利書出帳
○記載なし
●記載なし

智満寺が貸金をした者の氏名と金額が記されている。浅右衛門
へ10両2朱ト520文をはじめとして、その他30数名に貸金してい
る、1両から5両が多くみられるが、商談では27両余もみられる。

10頁

横
半
帳

1

481 ３６３
Ｋ
１

安政３年正月
（１８５６年）・辰

安政3辰正月より出入扣
○（千葉山智満寺）
●記載なし

安政3年の智満寺会計に関係した収支の記録控え。月日、代
金、内容が記されている。　例として・2月48文おつな、しばい行、
同人へ遣わす、等々。

横
帳

1

482 ８６８
Ｋ
１

安政６年１１月
（１８５９年）・未

乍恐書付を以奉願上候
○願主：与左衛門㊞、庄屋：伊左衛門㊞、一老善
行㊞
●千葉山御役所

先年よりの願いの通り、9月御祭御供料に宜しく願い申し上げる。 状 1

483 ３７６
Ｋ
１

慶応元年
（１８６５年）・乙丑

金銀宝珍入出入扣
○當山役所
●記載なし

智満寺が近隣の関係者に、金銭や物品を貸し与えた際の記録
簿、物品として米、椎茸などが見られる。

横
帳

1

484 ９７
Ｋ
１

慶応４年３月
（１８６８年）・辰

慶応4辰年3月 当山法橋宦
大帳 千葉山智満寺

○千葉山 智満寺
●記載なし

当山法橋宦の由緒書。他に「覚」として法橋位の法名と俗名を明
治41年まで書き上げている。

26頁

竪
帳

1 DVD4

485 ２３１
Ｋ
１

慶応４年１２月８日
（１８６８年）・辰

御香奠請納帳
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、覚として、慶寿寺・洞源寺の上献香の記述あり。以下、
各地からの奉納品名を挙げる、後半、3回忌の記録。

17頁

横
帳

1

486 ５５１
Ｋ
１

（江戸）１３年３月７日 内熟取扱申一札之事
○（東叡山）
●智満寺

去る丑正月、東叡山青龍院通行に付やりとり、遠州一之宮連増
院書面を以て願出云々とある。

虫喰い甚大 状 1

487 ７９４
Ｋ
１

（江戸）２月１２日
・午

證文につき
○政右衛門、源右衛門
●（不明）

虫損甚大により、内容不明。 虫損甚大 状 1

形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№38

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

488 ９１０
Ｋ
１

（江戸）３月２０日
東照宮二百回御神忌につ
き

○覚王院、恵恩院
●（智満寺）

徳川家康二百回忌につき回章。 状 1

489 ４８６
Ｋ
１

（江戸）３月２９日
・寅

智満寺山王社頭薬師堂修
復につき

○青龍院、覚王院、信解院
●（智満寺）

山王社、薬師堂修復につき、境内立木相払い願いの許可。文書
端に「寅3月 御朱印」とある。 状 1

490 ９９９
Ｋ
１

（江戸）３月
・未

瀬戸谷庄七郎につき
○勝蔵
●ち者山（ちばさん）旦那

瀬戸谷庄七郎につき、やりとり。 状 1

491 １３１７
Ｋ
１

（江戸）５月２１日
・壬

三脱院前大僧正亮天書状
○三脱院 前大僧正亮天（花押）
●智満寺

年頭の祝儀、堅固越年等を賀す。「三脱院僧正ノ手跡、難得可
弥重」と記す包紙入り。 状 1 DVD4

492 １２４０
Ｋ
１

（江戸）６月４日 公儀仰出され云々
○伝解院、覚□院（僧名一部あり）
●智満寺

東叡山とのやりとり、大岡越前守の名あり。 虫損甚大 状 1

493 １０６２
Ｋ
１

（江戸）７月２１日
智満寺大破に及び候につ
き

○恵恩院、楞伽院
●青龍院

薄録の寺院につき、先代売木の助成により修復、この度も別紙の
通り、伐木を願う伐木許可、その跡に苗木を植える。 状 1

494 ６５２
Ｋ
１

（江戸）７月２２日 参殿通知
○記載なし
●青龍院所化得善院、智満寺旦方惣代

御用により、明23日巳刻参殿の通知。 状 1

495 ４９１
Ｋ
１

（江戸）７月２９日 （お礼）
○善口儀十郎
●千葉山旦那

世話になった事へのお礼、八幡社神事のことなどにふれる、虫損
甚大により、不明多い。

虫損甚大 状 1

496 １２４１
Ｋ
１

（江戸）７月
志太郡葉梨谷北方村安楽
寺につき

○欠
●（智満寺）

八幡村八幡宮別当、代勤につきやりとり。 虫損甚大 状 1

497 ５８１
Ｋ
１

（江戸）８月９日
（八幡村八幡宮別当につ
き）

○衍雲坊喜誡（花押）
●安楽寺

勤め来る八幡宮別当につきやりとり。 状 1

498 １５０
Ｋ
１

（江戸）８月１２日 天泉寺書面写
○相州豊物上郡中村五所ノ宮安寿寺井ノ口村：□
光代
●横山文左衛門

村方天泉寺、久々無住につき、その取扱いの内容。 状 1

499 １２４７
Ｋ
１

（江戸）１０月１９日
江戸上野妙義是心院遠行
につき

○近藤金三郎
●智満寺

是心院遠行につき、不動院より知参承知まで。 状 1

500 ８９６
Ｋ
１

（江戸）１１月１５日 出府につき初穂金
○阿部豊後守内：今井官左衛門、伊藤平左衛門、
海野仁左衛門
●駿州：千葉山智満寺

江戸出府にあたり、初穂金300疋遣わす。文書うらに「癸丑11月
15日来」とある。 状 1

501 １３１６
Ｋ
１

（江戸）１１月１５日 三脱院前大僧正亮天書状
○三脱院：前大僧正亮天（花押）
●智満寺

寒中見舞いへのお礼、堅固に暮らすことの誓い。「三脱院僧正ノ
手跡難得可弥重」の包紙入り。

包紙入り 状 1 DVD4

備　　考
形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№3９

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

502 ６８７
Ｋ
１

（江戸）１２月７日
今川家系図一巻返上につ
き

○今川要作内：荒木十馬
●智満寺 御役僧中

幕府朱印状請取に、方丈当方へ来られた折、今川家系図一巻
見合につき郷宿大村家太右衛門下代預り、この程一覧見合も済
み返上する、このこと披露願う。

状 1 DVD4

503 １１４２
Ｋ
１

（江戸）１２月１５日
先年寺社奉行届絵図面に
つき

○（後欠）
●（智満寺）

寺社奉行青山大全亮より龍王院へ、それより当院方へ連絡あり、
差送る。 状 1

504 １２７
Ｋ
１

（江戸）極月２３日
・寅

金銭出入扣
○（智満寺）
●記載なし

はじめに、寅12月24日より3月2日までとあり、以下、日毎に金額、
人名等を記す。

横
帳

1

505 ５９６
Ｋ
１

（江戸）１２月 （表色衣着用許容願）
○智満寺㊞
●一乗院

表色衣着用につき許可を願う、寺院由緒別紙書付け差上げ。文
書うらに、「寅年朱印下候時願云々」とある。 状 1

506 ５８０
Ｋ
１

（江戸） （元三大師略縁起）
○駿州府中安倍町：島頭山般若院
●記載なし

村上天皇天徳年中疫病起り、大師発願自真影彫刻、安置の由
来。他に、慈恵大師堂のいわれ書き。 状 2

507 ６５６
Ｋ
１

（江戸） 勧物受取状
○千葉山智満寺：亮運大和尚㊞、勧物受取知事
㊞、同割印㊞
●記載なし

はじめに、勧物の値段割を挙げ、来る辛酉年極月限りとする。千
葉山浄刹院の千手観音像（地蔵毘沙門天脇侍）を載せる。 状 4

508 ６８９
Ｋ
１

（江戸） 建物大破につき
○記載なし
●記載なし

後欠。宛名、差出人の名前なし、内容は祠堂金の事、建物大破
につき引き続き造作、存外の物入りなどとある。

後欠文書 状 1

509 ９０９
Ｋ
１

（江戸） 乍恐以書付奉願上候
○駿州葉梨谷村：安楽寺 龍王院、功徳院（包紙）
●（智満寺）

紙の癒着、虫損甚大により開封不可のために内容不詳。
紙の癒着、虫
損甚大 状 1

510 ９９８
Ｋ
１

（江戸） （役割分担）
○智満寺
●記載なし

長持、従合羽籠、弁当、ちょうちん等受持ち分担。 状 1

511 ８５９
Ｋ
１

（江戸） 覚
○智満寺
●（不明）

御本尊長持 人足6人、他記述あるも、破損甚大のため不明。
紙の破損甚
大 状 1

512 ９７２
Ｋ
１

（江戸） 口上覚
○青龍院
●（不明）

病気につき、寺役万端勤め難く、この度隠居、移住につき云々。
紙の癒着、虫
損甚大 状 1

513 ８５３
Ｋ
１

（江戸） 昌益屋敷につき
○智満寺
●記載なし

家康後見松平忠正末子、遠州横須賀城主大須賀昌益父子につ
き記す、当山に昌益屋敷あり。 状 1

514 １３１５
Ｋ
１

（江戸） 書目（録）
○千葉山 智満寺
●記載なし

「仏説十王経直證十三本」以下、書目記載。 状 1 DVD4

515 ８１０
Ｋ
１

（江戸） 瀧山印鑑届
○瀧山
●智満寺

瀧山の印形届。 紙破損 状 1

備　　考
形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№40

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

516 ７９５
Ｋ
１

（江戸）
此間被申聞候智満寺の儀
につき

○（不明）
●（不明）

虫損、癒着により欠損多く詳細不明、住職隠居云々の記事あり。
虫損、癒着に
より欠損多い 状 1

517 １３１４
Ｋ
１

（江戸） 文殊五落文之大事
○千葉山智満寺
●記載なし

文殊菩薩の礼賛文。 状 1 DVD4

518 ７３
Ｋ
１

（江戸） 勧物受取
○千葉山 智満寺：亮運大和尚㊞、知事印㊞、同
割印㊞
●記載なし

「来ル辛の酉年極月限」云々とある。「千葉山浄利院」の版札（千
手観音）あり、鳫木石の代金等の記載。

紙破損汚れ
8頁

竪
帳

1

519 １３８６
Ｋ
１

（江戸）
御願寺駿河国智満寺記録
写

○（智満寺）
●記載なし

表紙欠、虫損癒着により開封不能。智満寺の由来、他、諸記録を
記す。

虫損紙癒着
により開封不
能

竪
帳

1

520 １３８９
Ｋ
１

（江戸） 古法書写
○（智満寺）
●記載なし

千葉山内の諸行事につき由来、仕来り等を記す。末尾に「往古よ
り仕来り弥以無怠慢可相守者也」とある。

22頁

竪
帳

1 DVD4

521 １０４４
Ｋ
１

（江戸） 諸仏梵字
○記載なし
●記載なし

諸仏を梵字で記す。 状 1

522 ７４
Ｋ
１

（江戸） 條制
○（智満寺）
●記載なし

末寺の寺院に対する條制、酒食等の各項目につき記す。虫損に
より内容不明の箇所が多い。

虫損
8頁

竪
帳

1 DVD4

523 ７６
Ｋ
１

（江戸） 写済大津小路中
○（智満寺）
●記載なし

大津小路の人々の寄附。65名、金1両3朱と230文。末尾に大川
端の連中7名、金3分2朱とある。

7頁

横
帳

1

524 ７７
Ｋ
１

（江戸）
本堂即千手観世音堂正面
之図

○（智満寺）
●記載なし

本堂以下、諸堂の絵図。

9頁

竪
帳

1

525 １０３
Ｋ
１

（江戸） 観音堂葺替之事
○（智満寺）
●記載なし

観音堂屋根葺替えの他、御奉書、奥替、倒木等の記述あり。
虫損甚大
7頁

竪
帳

1

526 １０４
Ｋ
１

（江戸） （本山御回章）
○（智満寺）
●記載なし

本山東叡山よりの回章写、中に安永5申年の記事が見える。

7頁

竪
帳

1

527 １０６
Ｋ
１

（江戸）
当管轄寺院本末寺号等取
調につき

○（智満寺）
●（末寺院）

管轄寺院本末寺号等の取調べにつきひな型。

5頁

竪
帳

1

528 １４４
Ｋ
１

（江戸）
駿河国志太郡千葉山天台
宗智満寺宝物古文書目録

○住職：千葉昭如
●記載なし

表紙のみ、後欠。 後欠文書 状 1

529 １５４
Ｋ
１

（江戸）
智満寺出世本尊千手観音
略縁起

○（智満寺）
●記載なし

千手観音の略縁起。勧進の折、頌布したもの。 状 1

備　　考
形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№４１

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

530 １５８
Ｋ
１

（江戸） 山王御社御祈祷御祓
○樹下近江守
●記載なし

山王社祈祷祓の包紙。 状 1

531 １５９
Ｋ
１

（江戸）
東叡山廻文益＝公儀御触
書写

○（智満寺）
●記載なし

公儀御触書写に「文政度」云々の文字あり、後半に「駿河国天台
宗」の諸寺院名。

23頁

竪
帳

1

532 ７３４
Ｋ
１

（江戸） 転住仰付られ難有云々
○駿州：千葉山智満寺
●□□院御中

虫損甚大により詳細不明、文中、両宮様御目見江被仰付云々と
ある。

虫損甚大 状 1

533 ７３５
Ｋ
１

（江戸） 教典（版本）
○比叡山延暦寺蔵版
●記載なし

大般若波羅蜜多経第一、他の一部、版本案内か。 状 1

534 ７４１
Ｋ
１

（江戸） 智満寺院内絵図
○智満寺
●記載なし

境内絵図面1、他に「買添所有地」長屋屋敷図あり。 状 3

535 ７３３
Ｋ
１

（江戸） 観音堂庵主様云々
○□□町：□久助、木綿屋藤助
●智満寺 御役人

虫損により詳細不明。 虫損あり 状 1

536 ７３６
Ｋ
１

（江戸） 棟札之写
○記載なし
●記載なし

千手観世音菩薩御堂一宇、本願惣持院権大僧都法印舜海とあ
り。 状 1

537 ３
Ｋ
１

（江戸） 古今集遠鏡二
○記載なし
●記載なし

「千葉山図書印」の印記。奥付に「義勝正印」の印あり。
竪
帳

1

538 ４
Ｋ
１

（江戸） 経典
○記載なし
●記載なし

天台宗の関係経典、中に棟札下書き１枚あり。 紙破損

状
・
折
本

1

539 ２９９
Ｋ
１

明治２年正月
（１８６９年）・己巳

金銭出入帳
○千葉山用部屋（裏表紙）
●記載なし

葬式代、年貢代、香料など金銭の出入りが記されている。
虫喰い多し
27頁

横
帳

1

540 １６０
Ｋ
１

明治２年正月
（１８６９年）

寺格之儀申上候書付
○志太郡：千葉山智満寺㊞
●記載なし

旧幕時代における寺格、諸勤等を記す下書き。

5頁

竪
帳

1

541 ２６０
Ｋ
１

明治２年
（１８６９年）・巳

諸器物調帳 千葉山本坊蔵
○本坊蔵
●記載なし

祭事に使う食器等を記していると思われるが、虫食い、癒着で開
けず詳細不明。

虫喰い、紙癒
着
8頁

横
帳

1

542 ２７１
Ｋ
１

明治３年６月吉日
（１８７０年）・庚午

万覚帳
○旦那惣代：平四郎㊞、世話人：安五郎㊞、他3名
●記載なし

明治2年6月吉日からの千葉山楞厳院に係る萬覚帳にて、本堂の
再建のための長物、針代等多岐にわたる必需品とその金額、及
び寺坊分、喰物、居間分、入金等に至るまでの記述となってい
る。 11頁

横
帳

1 DVD4

543 ５４０
Ｋ
１

明治３年６月
（１８７０年）・午

乍恐以書付奉願上候
○楞厳院せ王人(世話人）：勘次郎㊞、他4名
●千葉山御本坊御院代衆中

楞厳院無住につき旦家一統、住職選任の願い。この他に、同年
12月の願書、書状1通、包紙に入る。 状 1

備　　考
形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№4２

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

544 ５３１
Ｋ
１

明治３年８月
（１８７０年）・庚午

天台宗本末寺号其外明細
帳

○智満寺住職：昭如
●静岡郡政御役所

・天台宗の末寺智満寺 境内東西23町、南北23町、檀家49軒、滅
罪檀家10軒、元朱印地高43石2斗（4町3反2畝）。　・塔中楞厳院
境内63坪、滅罪檀家14軒。　・惣持院 境内113坪、滅罪檀家28
軒。

綴
り

1 DVD4

545 ２３０
Ｋ
１

明治３年閏１０月１５
日
（１８７０年）・庚午

入院祝儀諸品至来帳
○千葉山 智満寺：昭如
●記載なし

はじめに覚として、慶寿寺からの祝儀を挙げ、以下、諸氏よりの奉
納金、品物等を記す。

7頁

横
帳

1

546 ２６９
Ｋ
１

明治３年閏
（１８７０年）・午

（萬）代人手間控帳
○千葉山（本□）
●記載なし

屋根の修理等に掛かった人足数が書かれている。
虫喰甚大
9頁

横
帳

1

547 ２９８
Ｋ
１

明治４年２月２４日
（１８７１年）・辛未

明治4年辛未 重物帳
○楞厳院
●記載なし

寺にて使用する色々な備品が記されている。
横
帳

1

548 ２２７
Ｋ
１

明治４年８月２４日
（１８７１年）・未

（社寺取調帳 絵図差出方
につき）

○静岡郡方御役所
●記載なし

郡方役所より出された「社寺取調帳、絵図差出方」のヒナ型。

3頁

横
帳

1

549 １４８
Ｋ
１

（明治）４年
（１８７１年）

明治4年頃土地書上帳他
○（智満寺）
●記載なし

明治4年以後、同17年頃までの諸書上げ。 状 1

550 １３７０
Ｋ
１

明治５年正月
（１８７２年）・壬申

記録書
○千葉山 智満寺：昭如
●（智満寺）

明治5年正月より、同7年3月迄の諸記録、智満寺諸行事をはじ
め、諸通達類を収める。中に千葉昭如の戸籍あり。この資料には
千葉昭如という住職が、井伊大老の小姓だったという事が書かれ
ているよう。（北川住職より）

42頁

竪
帳

1

551 ２４６
Ｋ
１

明治５年１月
（１８７２年）・壬申

明治5壬申年 奉掛供力餅願
文之所 千葉山奉納所 （正
月従7日至17日）

○（千葉山奉納所）
●記載なし

供力餅の寄進者の名前が記されている。
竪
帳

1

552 ２９４
Ｋ
１

明治５年２月吉日
（１８７２年）・壬申

御開扉造花買物覚帳
○山本直次郎
●千葉山御役寮衆中

明治5年の開扉にあたり、買入れた造花の記録。

横
半
帳

1

553 １８５
Ｋ
１

明治５年２月
（１８７２年）・壬申

本尊千手観音菩薩開帳 3
月14日旧元旦迄

○千葉山浄利院智満寺：執事世話人㊞
●記載なし

冒頭に千手観音菩薩の由来を記し、その後に近郷の村人よりの
寄付金を書載せた開帳勧進帳。

竪帳の中に1
冊綴りあり
90頁

竪
・
綴
り

2 DVD4

554 ２２２
Ｋ
１

明治５年２月
（１８７２年）・壬申

本尊千手観音菩薩開帳
○千葉山浄利院智満寺：執事㊞
●記載なし

千手観音御開帳の為の各町内からの寄付金、寄附者の氏名と金
額が書かれている。

横
帳

1

555 ２３
Ｋ
１

明治５年２月
（１８７２年）・壬申

千葉山本尊開運観世音寄
進御姓名帳

○浄利院智満寺：執事
●記載なし

本尊千手観世音は天平時代聖武天皇の時世、行基の作による。
その後、東照宮家康祈誓・・・云々。

23頁

竪
帳

1 DVD4

556 １７９
Ｋ
１

明治５年３月
（１８７２年）・壬申

開運千手観音開扉二付寄
進御連名帳 写済千葉山浄
利院智満寺 執事

○智満寺 執事
●記載なし

寄進の連名、寄進者100名余、金子計1両3分2朱と216文。
竪
帳

1

557 ２１０
Ｋ
１

明治５年３月
（１８７２年）・壬申

開扉中諸用帳
○吉田山五十世昭如代
●駿州藤枝左車町：吉野屋徳蔵

袋のみ、中身なし。

そ
の
他

1

備　　考
形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№4３

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

558 ２８７
Ｋ
１

明治５年３月
（１８７２年）・壬申

奉納名前帳
○奉納場
●記載なし

伊久美、相賀、落合、島田宿等からの奉納金額や名前、村名な
どが記されている。

14頁

横
帳

1

559 １３７
Ｋ
１

明治５年１１月
（１８７２年）・壬申

（千葉山智満寺財産目録）
○駿河国志太郡千葉山智満寺 戸長：岡本孫平治
●東都惣学出張庁

智満寺の財産を列記して、東都惣学出張庁に提出した書物。寺
院の建物及び境内面積、年貢米などの記載がある。 綴り 1 DVD4

560 ５３９
Ｋ
１

（明治） 教王護国寺由緒略記
○教王護国寺（東寺）
●記載なし

虫損甚大、明治年間の記。 虫損甚大
竪
帳

1

561 １１０２
Ｋ
１

２月２４日 覚
○檀那院役所
●智満寺

住職への献上につき、金子を3回に分けて金800疋、これ確かに
請取る、とする受取状。 状 1

562 １９５
Ｋ
１

３月３日 宗門人別御改帳
○千葉山 楞厳院
●千葉山 御役所

虫喰、破損の為に、戸数及び男女の数など不明。
虫喰、破損
15頁

横
帳

1

563 １１２２
Ｋ
１

３月 （願之通転住被仰付）
○千葉山 智満寺㊞
●龍王院法印、功徳院法印

拙僧願いに付、転住を仰せ付けられ、有難く存じ候、継目御礼両
宮様お目見仰せ付け下し置かれ候様、願上げる。

虫喰い、包紙
有り 状 1

564 ７１２
Ｋ
１

４月１４日
（数度出奔、こまり入り候に
付）

○記載なし
●記載なし

寺に定住する様に話してもわがままを言い出奔、久能山をはじ
め、多くの人々の力を借りても聞き入れない、定住するようにご相
談願いたい。丑年明けの事より記されている、智満寺宛の文書。

状 1

565 ９６２
Ｋ
１

９月
・酉

差上申一札之事
○茶屋主寺嶋村：佐吉
●智満寺

当山地内において茶屋店をしたところ、当山の者に借請したと偽
り、嶋田宿7丁目の庄助へ借請した、この件がわかり、御尊院へ
お詫びを申上げたところ、御慈悲に済みありがたい、引請人加判
の上、一札差上げる。

状 1

566 ６４８
Ｋ
１

極月２８日
（歳末の御祝儀迄奉申上
候）

○東光寺
●智満寺

拙寺も歳末にお伺いしたいが病後故参上出来ず、平に御尊覧願
上げる、失礼ながら廉筆を以て歳来たり御祝儀迄申し上げる。節
角御仕度遊ばせられ恐縮に存じる。追、村役人へも宜しく申し上
げる。

状 1

567 ９３
Ｋ
１

３日
・戌

（宗門人別）御改帳
○無住に付代印仕候 惣持院㊞
●（千葉）山（御）役所

47歳 忠右衛門家（4人）をはじめ総戸数15軒、人数男43人、女48
人、合計91人 楞厳院の人別改帳。組頭定吉、伴蔵、由右衛門、
平吉、庄屋甚左衛門が千葉山御役所に差出した。

竪
帳

1

568 ４９７
Ｋ
１

記載なし
本堂御坂□雁木建立奇□
附覚帳

○記載なし
●記載なし

雁木建立に伴う勧進帳。その奉納者の名前と金額を列挙する。
竪
帳

1

569 ３３
Ｋ
１

記載なし
駿州千葉山智満寺坂道修
補募金

○記載なし
●記載なし

千葉山智満寺の坂道修補の為の寄付金（布施）が、金額、地名、
名前と共に記されている。　・金3分 田代村 由右衛門、・金1分
落合村 多兵衛 等。

虫喰い多く、
開閉難しい

竪
帳

1

570 １６８
Ｋ
１

記載なし 雑用控
○記載なし
●記載なし

金銭出入帳。

14頁

横
帳

1

備　　考
形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№4４

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

571 １６９
Ｋ
１

記載なし 御當山役所
○記載なし
●記載なし

諸品、金銭勘定帳。

10頁

横
帳

1

572 １８６
Ｋ
１

記載なし （金銭等出納扣）
○（智満寺）
●記載なし

木材、金銭の入出帳。
虫喰い、乱雑
71頁

横
帳

1

573 １９７
Ｋ
１

記載なし 覚
○記載なし
●記載なし

各檀那寺に奉納した供米、金子が人名と共に記載されている。
虫喰い
8頁

横
帳

1

574 １４３
Ｋ
１

記載なし （智満寺年貢関係記録）
○記載なし
●記載なし

智満寺が檀家の人々に貸し与えた田地より年貢米を徴収した際
の記録簿と思われる。「拾石五斗三升八合、此俵弐拾六俵壱斗
三升八合」などの記録がみられる。

3頁

横
帳

1

575 ４５
Ｋ
１

記載なし （檀家の戒名等の記載）
○記載なし
●記載なし

檀家の戒名、生前の名前、年号等が記載されている。

綴じ紐がとれて、ばら
ばらな状態で紙の上
下が虫食いといたみ
がひどく、扱いが困
難。

竪
帳

1

576 ９８０
Ｋ
１

記載なし
千葉山古法 駿河国千葉山
智満寺百姓

○（智満寺百姓）
●記載なし

山中の年中行事、振舞、供物、役割などを箇条書きしている。（1
月～4月迄、以下後欠）

後欠文書 綴り 1

577 ９２１
Ｋ
１

記載なし 遊屋権現堂宇改築募縁記
○記載なし
●記載なし

千葉山智満寺の境内に遊屋権現堂があり、その改築の浄財を得
る為の縁記。源頼朝が本堂を建立する際、千葉之介経胤公が工
事担当を命ぜられこの地に居住した。志太の長者三郎の娘に遊
屋の姫がいて、経胤との間に千葉の小次郎が生まれる云々の物
語。

綴り 1

578 ６８２
Ｋ
１

記載なし 以口上書奉願候
○記載なし
●記載なし

境内の三俣新田について書かれている。又、途中に権現が記さ
れている。

虫喰いと破損
が甚だしい 状 1

579 ５９１
Ｋ
１

記載なし 口上
○□海 花押
●駿州千葉山智満寺

虫損が甚だしい。貴山御汁物之中・・・御教書・・・竹姫君様御覧
候・・・殊之外・・・由・・・仕候已上 □海 花押。

虫損が甚だし
い 状 1

580 ４９８
Ｋ
２

明和５年２月１８日
（１７６８年）・子

往来證文之事
○本願寺末派駿州有度郡府中 教覚寺㊞
●国々所々御関所御役人衆中

山本八右衛門、関東筋下向につき、浄土真宗当寺檀那であるこ
との証明。万一死去の折、届に及ばない。 状 1

581 ５２８
Ｋ
２

文化１４年６月
（１８１７年）・丑

乍恐以書附を奉願候
○親類：源兵衛㊞、同断：重蔵㊞、以下2名、（奥
書）組頭：喜左衛門㊞、以下5名
●千葉山御役所

門前定吉忰善助、文化11年8月心願により諸国霊山参詣にでた
が、今以て帰山なし、除帳願いたい。帰山の上は帰帳仰せ付け
られたい。

状 1

582 280
Ｋ
２

文政４年
（１８２１年）・巳

霊水飛泉記
○佐倉侍醫 那賀山：朔元
●千葉山智満寺：知事

江戸後期の病気療法の一種「飛泉」について記したもの。清き霊
水が涌き、その霊水を使って病気を治療する方法を記したもの。

虫喰い
竪
帳

1

備　　考
形
態

数
量

分類：Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教
№４５

通し番号 文書番号 標　　　　題 摘　　　　　　　要

分類：Ｋ－２  宗教・習俗・身分－習俗



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

583 １３４
Ｋ
３

記載なし （智満寺仕切帳）
○記載なし
●記載なし

「一金25両慶寿寺、一金13両吉左衛門取次、一米2斗2升6合 内
金1両請取残金1両かし」等の文言から仕切書の如きものか、雇
人と思われる人名と雇代が記されている箇所が多くみられる。

13頁

横
帳

1

584 １６５
Ｋ
３

記載なし （智満寺仕切帳）
○記載なし
●記載なし

金額、人名の下に「かし」の文字が多く見られる。「子とし、久左衛
門、人工21人半、内6人役引、残り15人半、代2貫324文、内1貫
200文渡す、残り1貫124文」などの記録が見られる。

5頁

横
帳

1

585 １６７
Ｋ
３

記載なし （智満寺仕切帳）
○記載なし
●記載なし

「29日、836文安蔵へかし」などの文言が多く見られる、久能山、
下部などの文言も見られる。

7頁

横
帳

1

586 ９７９ Ｍ 記載なし 智満寺位置図
○記載なし
●記載なし

智満寺位置図及び実測値等。静岡県志太郡大津村大字千葉山
として7つの地番が記され、内2箇所が明治4年上地、4箇所が明
治4年境外上地、御料地を明治40年2月12日智満寺境内地とし
て官有地第4種寺地に編入とある。

絵
図

1

587 ７３２ Ｘ （江戸）２月１０日 證文落手につき
○覚□院 他
●駿州：千葉山智満寺

證文落手の通知。虫損甚大により詳細不明。 虫損甚大 状 1

588 ８５２ Ｘ （江戸）３月１５日 家督相続につき
○峯村 薗田源右衛門
●東光寺 池沢山東光寺

千葉山出勤中の僧あしの書状。帰寺の上、祈祷を願う。 状 1

589 １３５９ Ｚ 記載なし 断簡
○記載なし
●記載なし

虫喰いがひどく判読不能。 虫喰いひどい 状
一
括

590 ５ Ｚ 記載なし 断簡
○不明
●不明

癒着により開封不能。 癒着ひどい
竪
帳

1

591 １３６０ Ｚ 記載なし 断簡
○記載なし
●記載なし

紙類、綴じ紐など。 状
一
括

592 ２３６ Ｚ 記載なし 断簡
○記載なし
●記載なし

前後ないものや、紙の断片等で、判読できないもの。 状
一
括

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量

分類：Ｍ　地図

分類：Ｘ　家

分類：Ｚ　雑

分類：Ｋ－３  宗教・習俗・身分－身分
№４６

通し番号 文書番号


